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市民から ひ・と・こ・と
H I T O K O T O  f r o m  t h e  C i t i z e n

　今まで議会を傍聴したことは無いのですが、「議会だより」を拝見し、議員の皆さまの見識や

日頃の活動を知ることができ、とても感銘を受けています。

　本年、新型コロナウイルス感染症対策の特別委員会が設置され、さまざまな支援策が実施され

ました。それに伴い、私たちの生活も春先の混乱期から、昨今は多少落ち着きを取り戻してきて

いるように感じています。ですが、終息が見えない不安は依然として消えることが無く、長期化は

避けられない様相。本当に大変なのは、ここからなのではないかと思います。社会の仕組みは変

わり、人と人が分断され、不安感や無気力が影を落としています。倒産や解雇などのひっ迫した

問題も、これまで以上に増えていくのではないでしょうか。

　市議会議員の皆さまには、これから起こるさまざまな問題にも、「誰も置き去りにしない」という

理念を持って断固戦っていただきたいと、心からのエールを送らせていただきます。

●「新型コロナウイルス」と共存時代

　新型コロナウイルス対策に伴う飲食店営業制限や催し物の中止など、外出自粛制限される中で、

ストレスや運動不足など健全な日常生活が送れない現在、少しでも体の健康を保つために私は、

ゴルフ練習場に通い野外でのスポーツを楽しむようにしています。

　議員の皆様も、予定されていた事業も中止が多くなり、議員招集されると登庁し、密室での

活動や対応となることが多くなっているのではないかとお察ししますが、こんな時だからこそ市民

との対話活動をしっかりとしていただき、議会や行政にその内容を活かしていただきたいと切に願っ

ております。

望月　洋さん
地区／藤田

名取 常雄さん
地区／鏡中條
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※日程等は、定例会前の議会運営委員会で
　正式に決定されます。
　（日程が変更になる可能性があります。）

委員長／中込 恵子　副委員長／野中 國幹
委　員／松野 昇平、三木 充、有野 一成、櫻田 力、
　　　　北村 千代子、小池 伸吾

議会を傍聴してみませんか？
事前申込不要 委員会も傍聴可能

12月 9日 　　本会議（初日）
10日～15日　  常任委員会
16日～17日　  代表・一般質問
18日～22日　  予算特別委員会
23日　　　 　  本会議（最終日）

第4回定例会の会期予定

●第3回定例会の傍聴者数：18人
※報道関係者12人は除く

　第５期南アルプス市議会議員として最後の議会だよりとなりました。
私自身、議員になるなど思いもよらなかった頃は、議会の事は何も知ら
ず興味もありませんでした。しかし、議員になってみると、議会は、市
民の皆さまの生活に直結した、大切な決め事をつくるところだということ
を実感する毎日です。
　今年に入ってからの新型コロナウイルス感染拡大により被った、困りごと
へのさまざまな支援策をはじめ、あらゆる生活の社会的基盤が、議会の議
決を経て執行されています。政治=生活といっても大げさではありません。
　11月８日告示、15日投票日の南アルプス市議会議員選挙、しっかり
選んで、投票しましょう。あなたの１票を無駄にしないでください。

議会だより
編集委員会

編 集 後 記

市民から
ひ・と・こ・と
募集中

あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。

市議会に対する意見や『議会だより』の感想をぜひお寄せください。【400字以内にまとめてください。】

〒400-0395 南アルプス市小笠原376 南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　FAX：055-282-6459

提 出 先
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令
和
元
年
度
決
算
を
認
定

第３回定例会（９月）の概要第２回臨時会（８月）を開催 審
査
の
充
実
を
図
る

予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
新
た
に
設
置

　
令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
が
８
月
28
日
か
ら
９
月
25
日
ま
で
の
29
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
丸
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
案
に
つ
い
て
、
一
般
会
計
は
72

事
業
で
総
額
４
６
７
５
万
５
千
円
と
な
り
、
そ
の
他
に
７
特
別
会
計
と
２

企
業
会
計
の
補
正
予
算
案
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
の
議
案
と
し

て
は
、
令
和
元
年
度
決
算
や
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
合
計
３
２
４
億
７
７

３
万
４
５
６
６
円
、
歳
出
合
計
３
０
７
億
９
９
６
４
万
２
７
４
３
円
と
な

り
、
全
会
一
致
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
定
例
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
て
い
た

予
算
決
算
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
議
論
を
深
め
充
実
し
た
審
査
と
す
る
た
め
、

新
た
に
予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議
長
を
除
く
全
議
員
20
名
で

５
日
間
に
渡
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
条
例
案
等
に
つ
い
て
は
、
所
管
の

常
任
委
員
会
へ
付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
金
丸
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審
議
し
た
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

代
表
・
一
般
質
問

今
期（
第
５
期
）最
後
の
定
例
会

今
期（
第
５
期
）で
は
最
多
の
17
名
の
議
員
が
市
政
一
般
に
つ
い
て

質
問
を
行
い
ま
し
た
。　※

Ｐ
７
〜
18
に
掲
載

議
会
改
革
前
進
！

　予
算
決
算
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
会
派
代

表
者
会
議
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
事
項
で
あ

り
、
本
市
議
会
で
は
第
３
回
定
例
会
で
初
め

て
予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
決
算
審
査
に
お
い
て
は
、
事

業
の
成
果
に
つ
い
て
の
質
疑
に
重
点
を
お

き
、
来
年
度
に
つ
な
が
る
よ
う
評
価
お
よ
び

提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　な
お
、
今
後
は
こ
の
審
査
方
法
の
検
証
を

行
い
さ
ら
に
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
本
市
議
会
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
議
会
運
営
や
審
査
審
議
の
方
法
を
再
確

認
し
、
市
民
の
声
が
行
政
に
届
く
よ
う
に
議

会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　初日に上程された補正予算

（第７号）は、コロナ関連事業の

割合が多くありました。なお、

72事業のうち22事業が減額補

正であり、これはコロナ禍によ

り予算執行できなかったためで

した。そのため、補正額は、

493万５千円の減額補正となり

ました。また、９月４日に補正

予算（第８号）5169万円（コロ

ナ関連１事業）が追加上程され

たことにより、今議会では、一

般会計補正額は総額4675万

５千円となりました。

一般会計補正予算

令和元年度
一般会計歳入歳出決算

歳入合計 32,407,734,566円

30,799,642,743円

1,608,091,823円

歳出合計

差引残額

議場で行った予算決算特別委員会のようす

　８月21日に開催した第２回臨時会では、国の持続化給付金支給決定事業者に給付金額の30％を市が独自に上乗せ給付す
る、事業者持続化給付金事業について、専決処分の１億円と２億円の合計３億円の補正予算案が提出されました。これにより、
この事業の予算総額は８億円となりました。その他、財産の取得に関する案件が提出され、いずれも全会一致で可決しました。

他の２件の意見書については請願を採択したことに伴うものです。

　●教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書

　●「女性の健康についての包括的支援に関する法律」の制定を求める意見書

以上の２件についてはＰ18請願の審査のページに掲載しています。

意見書の提出議員
発議！

第３回定例会では４つの意見書を可決し、
市議会から国へ提出することが決まりました。

　この意見書は全国市議会議長会からの要請を受け、市議会として審議しました。名取泰議員から反対討論
がありましたが、採決の結果、18 対２の賛成多数で可決し国へ意見書を提出することが決まりました。

ポイント要約

コロナ禍により地域経済に大きな影響が及び、地方税・地方交付税など一般財源の激減
が避けがたく、また、長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を
生じ、これまでにない厳しい状況に陥ることが予想されるため次の事項を要望しました。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

❶地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保し、その際、臨時
　財政対策債が累積することのないよう償還財源を確保すること。

❷地方交付税は、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が
　適切に発揮できるよう総額を確保すること。

❸思い切った減収補填措置を講じるとともに、減収補填債の対象と
　なる税目についても弾力的に対応すること。

❹税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努め、
　国税・地方税の政策税制については、積極的な整理合理化を図り、
　新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性を厳格に判断す
　ること。

❺固定資産税制度の根幹に影響する見直しは、断じて行わないこと。
　先の緊急経済対策として講じた特例措置は、今回限りの措置とし、
　期限の到来をもって確実に終了すること。

防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書

❶「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」の延長と拡充を行うこと。

❷国土強靱化地域計画に基づき実施する対策に必要な予算の総額確保を図ること。

❸災害復旧・災害関連予算の確保や補助対象の拡大を図るとともに、国土強靱化のための財源を安定的に確
　保するための措置を講ずること。また、その配分に当たっては、社会資本整備の遅れている地方に十分配
　慮すること。

ポイント要約

世界は異常な気候変動の影響を受け、自然災害の頻発化・激甚化にさらされている。今後
起こりうる大規模自然災害の被害を最小限に抑え、迅速な復旧復興へとつながるよう、よ
り一層、十分な予算の安定的かつ継続的な確保が必須であるため次の措置を要望しました。

　意見書が求めている「偏在性が小さい」
税源とは地方消費税を指しており、さらな
る消費増税にお墨付きを与えることになり
かねない。また、新型コロナ対策の固定
資産税減免の特例措置について「期限の
到来をもって確実に終了する」よう求めるこ
とは、景気悪化で苦しむ中小企業のこと
を考えていないものであり、賛成できない。

市民と中小企業を
守る立場に立て
名取 泰 議員

反対討論 ‒私はこう考えた‒ 
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たことにより、今議会では、一

般会計補正額は総額4675万

５千円となりました。

一般会計補正予算

令和元年度
一般会計歳入歳出決算

歳入合計 32,407,734,566円

30,799,642,743円

1,608,091,823円

歳出合計

差引残額

議場で行った予算決算特別委員会のようす

　８月21日に開催した第２回臨時会では、国の持続化給付金支給決定事業者に給付金額の30％を市が独自に上乗せ給付す
る、事業者持続化給付金事業について、専決処分の１億円と２億円の合計３億円の補正予算案が提出されました。これにより、
この事業の予算総額は８億円となりました。その他、財産の取得に関する案件が提出され、いずれも全会一致で可決しました。

他の２件の意見書については請願を採択したことに伴うものです。

　●教職員定数改善、少人数学級推進、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書

　●「女性の健康についての包括的支援に関する法律」の制定を求める意見書

以上の２件についてはＰ18請願の審査のページに掲載しています。

意見書の提出議員
発議！

第３回定例会では４つの意見書を可決し、
市議会から国へ提出することが決まりました。

　この意見書は全国市議会議長会からの要請を受け、市議会として審議しました。名取泰議員から反対討論
がありましたが、採決の結果、18 対２の賛成多数で可決し国へ意見書を提出することが決まりました。

ポイント要約

コロナ禍により地域経済に大きな影響が及び、地方税・地方交付税など一般財源の激減
が避けがたく、また、長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を
生じ、これまでにない厳しい状況に陥ることが予想されるため次の事項を要望しました。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

❶地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保し、その際、臨時
　財政対策債が累積することのないよう償還財源を確保すること。

❷地方交付税は、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が
　適切に発揮できるよう総額を確保すること。

❸思い切った減収補填措置を講じるとともに、減収補填債の対象と
　なる税目についても弾力的に対応すること。

❹税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努め、
　国税・地方税の政策税制については、積極的な整理合理化を図り、
　新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性を厳格に判断す
　ること。

❺固定資産税制度の根幹に影響する見直しは、断じて行わないこと。
　先の緊急経済対策として講じた特例措置は、今回限りの措置とし、
　期限の到来をもって確実に終了すること。

防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書

❶「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」の延長と拡充を行うこと。

❷国土強靱化地域計画に基づき実施する対策に必要な予算の総額確保を図ること。

❸災害復旧・災害関連予算の確保や補助対象の拡大を図るとともに、国土強靱化のための財源を安定的に確
　保するための措置を講ずること。また、その配分に当たっては、社会資本整備の遅れている地方に十分配
　慮すること。

ポイント要約

世界は異常な気候変動の影響を受け、自然災害の頻発化・激甚化にさらされている。今後
起こりうる大規模自然災害の被害を最小限に抑え、迅速な復旧復興へとつながるよう、よ
り一層、十分な予算の安定的かつ継続的な確保が必須であるため次の措置を要望しました。

　意見書が求めている「偏在性が小さい」
税源とは地方消費税を指しており、さらな
る消費増税にお墨付きを与えることになり
かねない。また、新型コロナ対策の固定
資産税減免の特例措置について「期限の
到来をもって確実に終了する」よう求めるこ
とは、景気悪化で苦しむ中小企業のこと
を考えていないものであり、賛成できない。

市民と中小企業を
守る立場に立て
名取 泰 議員

反対討論 ‒私はこう考えた‒ 
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承認5 承認一般会計補正予算（第５号）の専決処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案64 可決一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案65 可決財産の取得（プロジェクター・アダプター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第２回臨時会

同意案6 同意農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人事案件

議案66 可決表彰条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案67 可決税条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案68 可決地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案69 可決国民健康保険税条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案71 可決公営企業の設置等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案70 可決指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例の一部改正
第３回定例会

議案72 可決一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案89 可決一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案73 可決国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案74 可決後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案75 可決介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案76 可決居宅介護予防支援事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案77 可決温泉給湯事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案78 可決山梨県北岳山荘管理事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案79 可決土地取得造成事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案80 可決水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案81 可決下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度補正予算

議案82 可決財産の譲渡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案83 可決市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案84 可決市道路線の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案85 可決市道路線の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案86 可決令和元年度水道事業会計利益剰余金の処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案87 可決令和元年度下水道事業会計欠損金の処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案88 可決令和元年度自動車運送事業会計欠損金の処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案90 可決財産の取得（学習者及び指導者用コンピュータ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案91 可決広河原山荘新築工事請負変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願2-2 採択教職員定数改善、少人数学級推進、及び
義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他

南ア議8 可決新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南ア議9 可決防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南ア議10 可決教職員定数改善、少人数学級推進、及び
義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南ア議11 可決「女性の健康についての包括的支援に関する法律」の制定を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案

認定1 認定一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定2 認定国民健康保険特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定3 認定後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定4 認定介護保険特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定5 認定居宅介護予防支援事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定6 認定芦安農業集落排水事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定7 認定温泉給湯事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定8 認定山梨県北岳山荘管理事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定9 認定芦安簡易水道事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定10 認定芦安恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定11 認定中尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定12 認定高尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定13 認定城山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定14 認定雨鳴山恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定15 認定土地取得造成事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定16 認定水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定17 認定下水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定18 認定自動車運送事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度決算認定

請願2-3 採択「女性の健康についての包括的支援に関する法律」の制定を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

●
財
産
の
譲
渡（
チ
ロ
ル
学
園
）

今
後
の
管
理
に
つ
い
て
、
学
園
の

生
徒
が
利
用
し
な
い
期
間
が
当
然

あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
時
は
常
駐
で
管
理
者

が
い
る
の
か
。

Q
現
在
も
、
地
域
で
頼
ま
れ
て
い
る

方
が
、
チ
ロ
ル
学
園
に
、
通
い
で

施
設
管
理
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
も
同
じ
だ
と
思
う
。

A

請
　
願

●
教
職
員
定
数
改
善
、少
人
数
学
級

　
推
進
、及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

　
制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書

仮
に
、
25
人
学
級
が
決
ま
っ
た
場

合
に
、
そ
の
学
級
が
26
人
、
27
人

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
学
級
を
２
つ
に
分
け

る
の
か
。

Q
加
配
と
い
う
形
で
も
う
１
人
教
員

が
つ
く
の
か
、
25
人
以
上
に
な
っ

た
ら
ク
ラ
ス
を
分
け
る
の
か
は
、
今
、
県

の
方
で
検
討
委
員
会
が
開
か
れ
て
い
る
状

況
な
の
で
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
少
人
数
学
級
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
教
職
員
の
定

数
を
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。
ま

た
、
そ
れ
ら
の
予
算
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
な
ど
の
堅

持
を
国
に
対
し
て
求
め
て
い
る
と
い
う
状

況
で
あ
る
。

A　
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
た
条

例
案
お
よ
び
そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て

は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
現
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

産
業
土
木
常
任
委
員
会

報
告
す
べ
き
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

条例改正により隔年または数年ごとの開催となった市制記念式典

学校法人武蔵野東学園に譲渡が決まったチロル学園

南ア議7 可決予算決算特別委員会に関する決議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



南アルプス市議会だより No.70  ｜  0405  ｜  南アルプス市議会だより No.70

令和２年 第２回臨時会・第３回定例会 審議した議案とその結果

上程議案 結
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○：賛成
×：反対

齊藤博明議長は議事進行のため賛否表明はしません。
賛否同数の場合のみ、議長裁決として表明します。

９
月
議
会

各
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　
常
任
委
員
会
の
主
な
質
疑
の
要

約
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
各
常
任

委
員
会
で
は
、
条
例
案
や
請
願
な

ど
予
算
決
算
以
外
の
案
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

総
務
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

●
税
条
例固

定
資
産
税
に
関
す
る
改
正
に
つ

い
て
、
使
用
者
が
課
税
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
所
有
者
が
特
定
で
き
な
い
場

合
は
、
使
用
者
に
み
な
し
課
税
す
る
と
い
う

こ
と
だ
と
思
う
が
、
そ
の
所
有
者
が
特
定
で

き
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
形
で
判
断
す

る
の
か
。

Q●
表
彰
条
例

市
制
記
念
式
典
の
開
催
を
毎
年
で

な
く
、
隔
年
ま
た
は
数
年
ご
と
に

Q
特
定
す
る
に
当
た
り
基
本
的
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
す
る
。
そ
の

中
に
は
、
住
民
票
、
戸
籍
、
登
記
情
報
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
見
て
判
断
す
る
。

A

市
制
記
念
式
典
の
関
係
に
つ
い
て

は
な
い
。

A と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
表
彰
条
例
以
外
に

市
制
記
念
式
典
の
開
催
を
定
め
た
も
の
は
、

こ
の
条
例
以
外
に
は
な
い
の
か
。

条
例
の
一
部
改
正

●
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の

　
人
員
お
よ
び
運
営
に
関
す
る

　
基
準
等
を
定
め
る
条
例

「
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の
確
保
が

著
し
く
困
難
で
あ
る
等
や
む
を
得

な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
介
護

支
援
専
門
員
を
同
項
に
規
定
す
る
管
理
者
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。」と
あ
る
が
、「
著
し

く
困
難
で
あ
る
等
や
む
を
得
な
い
」と
は
、

ど
の
よ
う
な
状
況
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

Q
退
職
や
死
亡
も
し
く
は
長
期
療
養

等
健
康
上
の
問
題
の
発
生
な
ど
や

む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
主
任
介
護
支
援
専

門
員
で
あ
る
管
理
者
が
い
な
く
な
っ
た
場
合

を
想
定
し
て
い
る
。

A

承認5 承認一般会計補正予算（第５号）の専決処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案64 可決一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案65 可決財産の取得（プロジェクター・アダプター） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第２回臨時会

同意案6 同意農業委員会委員の任命 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人事案件

議案66 可決表彰条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案67 可決税条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案68 可決地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案69 可決国民健康保険税条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案71 可決公営企業の設置等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案70 可決指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例の一部改正
第３回定例会

議案72 可決一般会計補正予算（第７号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案89 可決一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案73 可決国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案74 可決後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案75 可決介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案76 可決居宅介護予防支援事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案77 可決温泉給湯事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案78 可決山梨県北岳山荘管理事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案79 可決土地取得造成事業特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案80 可決水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案81 可決下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和２年度補正予算

議案82 可決財産の譲渡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案83 可決市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案84 可決市道路線の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案85 可決市道路線の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案86 可決令和元年度水道事業会計利益剰余金の処分 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案87 可決令和元年度下水道事業会計欠損金の処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案88 可決令和元年度自動車運送事業会計欠損金の処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案90 可決財産の取得（学習者及び指導者用コンピュータ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案91 可決広河原山荘新築工事請負変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願2-2 採択教職員定数改善、少人数学級推進、及び
義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他

南ア議8 可決新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の
急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南ア議9 可決防災・減災・国土強靭化対策の継続・拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南ア議10 可決教職員定数改善、少人数学級推進、及び
義務教育費国庫負担制度拡充を図るための意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南ア議11 可決「女性の健康についての包括的支援に関する法律」の制定を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提出議案

認定1 認定一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定2 認定国民健康保険特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定3 認定後期高齢者医療特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定4 認定介護保険特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定5 認定居宅介護予防支援事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定6 認定芦安農業集落排水事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定7 認定温泉給湯事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定8 認定山梨県北岳山荘管理事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定9 認定芦安簡易水道事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定10 認定芦安恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定11 認定中尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定12 認定高尾山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定13 認定城山外一字恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定14 認定雨鳴山恩賜県有財産保護財産区管理会特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定15 認定土地取得造成事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定16 認定水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定17 認定下水道事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
認定18 認定自動車運送事業会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度決算認定

請願2-3 採択「女性の健康についての包括的支援に関する法律」の制定を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

●
財
産
の
譲
渡（
チ
ロ
ル
学
園
）

今
後
の
管
理
に
つ
い
て
、
学
園
の

生
徒
が
利
用
し
な
い
期
間
が
当
然

あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
時
は
常
駐
で
管
理
者

が
い
る
の
か
。

Q
現
在
も
、
地
域
で
頼
ま
れ
て
い
る

方
が
、
チ
ロ
ル
学
園
に
、
通
い
で

施
設
管
理
を
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
も
同
じ
だ
と
思
う
。

A

請
　
願

●
教
職
員
定
数
改
善
、少
人
数
学
級

　
推
進
、及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

　
制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の
請
願
書

仮
に
、
25
人
学
級
が
決
ま
っ
た
場

合
に
、
そ
の
学
級
が
26
人
、
27
人

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
学
級
を
２
つ
に
分
け

る
の
か
。

Q
加
配
と
い
う
形
で
も
う
１
人
教
員

が
つ
く
の
か
、
25
人
以
上
に
な
っ

た
ら
ク
ラ
ス
を
分
け
る
の
か
は
、
今
、
県

の
方
で
検
討
委
員
会
が
開
か
れ
て
い
る
状

況
な
の
で
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
少
人
数
学
級
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
教
職
員
の
定

数
を
増
や
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。
ま

た
、
そ
れ
ら
の
予
算
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
な
ど
の
堅

持
を
国
に
対
し
て
求
め
て
い
る
と
い
う
状

況
で
あ
る
。

A　
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
た
条

例
案
お
よ
び
そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て

は
、
慎
重
審
査
し
た
結
果
、
現
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

産
業
土
木
常
任
委
員
会

報
告
す
べ
き
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

条例改正により隔年または数年ごとの開催となった市制記念式典

学校法人武蔵野東学園に譲渡が決まったチロル学園

南ア議7 可決予算決算特別委員会に関する決議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○



市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。

南アルプス市議会だより No.70  ｜  0607  ｜  南アルプス市議会だより No.70

代 表 質 問

食育は生きる上での基本であり地消地産活用で
 ➡ 課題をクリアして努力する。

食
育
に
つ
い
て

食
育
基
本
法
に
お
け
る
地
方
公
共

団
体
の
責
務
の
認
識
お
よ
び
具
体

的
施
策
は
。
ま
た
、
統
括
部
署
は
。

Q
食
育
基
本
法
に
お
け
る
地
方
自
治

体
の
責
務
は
本
法
の
目
的
の
実
現

に
向
け
、
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
。

そ
の
た
め
に
国
・
県
の
食
育
基
本
計
画
と

整
合
性
を
と
り
な
が
ら
、
南
ア
ル
プ
ス
市

第
２
次
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
、
健
康

増
進
計
画
に
お
い
て
も
妊
娠
期
か
ら
高
齢

期
ま
で
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
連
携
を
持
っ
て
進
め
て
い
る

が
総
合
政
策
部
で
責
任
を
持
っ
て
や
っ
て

い
く
。

A
食
を
め
ぐ
る
基
本
的
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
食
育
推
進
に
役
立

て
て
い
る
か
。
ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
員

の
養
成
は
行
っ
て
い
る
か
。

Q
　
食
生
活
に
お
け
る
環
境
の
変
化

か
ら
、
健
康
づ
く
り
に
係
る
課
題
、

基
本
と
な
る
食
に
関
す
る
課
題
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
管
理

栄
養
士
を
配
属
し
、
妊
娠
期
か
ら
乳
幼
児

期
、
成
人
期
、
高
齢
期
を
通
じ
た
食
育
の

推
進
を
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
図
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
各
小
中
学
校
の
学
校
保

健
委
員
会
で
も
健
康
増
進
計
画
と
共
に
食

A

討
議
の
焦
点

新政南アルプス
飯野 久 議員
新政南アルプス
飯野 久 議員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
地
域
農

業
振
興
を
踏
ま
え
た
地
消
地
産
の

考
え
方
お
よ
び
実
施
状
況
は
。
ま
た
、
す
も

も
給
食
実
施
、
給
食
用
米
は
南
ア
ル
プ
ス
市

産
１
０
０
％
で
。

Q
学
校
給
食
で
は
地
域
で
収
穫
さ
れ
た

農
産
物
を
給
食
の
食
材
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
食
育
の
推
進
や
伝
統
的
な
食
文

化
へ
の
理
解
が
育
ま
れ
意
義
の
あ
る
こ
と
と

考
え
て
い
る
。
広
報
に
よ
る
農
家
募
集
、
農

政
課
よ
り
の
野
菜
農
家
等
の
紹
介
に
よ
り
食

材
提
供
交
渉
し
て
き
た
結
果
２
件
の
農
家
と

供
給
契
約
を
結
び
、
今
後
は
、
生
産
者
団
体

な
ど
と
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
交
渉

し
て
い
く
。
ま
た
、
す
も
も
給
食
の
重
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。
地
産
地
消
と
い
う
考
え

方
で
い
く
と
、
行
政
府
の
中
で
南
ア
ル
プ
ス

市
産
と
規
定
し
て
よ
い
の
か
、
山
梨
産
と
し

て
よ
い
の
か
議
論
も
あ
る
。
米
給
食
に
つ
い

て
は
安
定
供
給
の
点
か
ら
県
産
米
70
％
、
北

関
東
産
30
％
と
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の

課
題
が
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
課
題
を
解

決
し
て
１
０
０
％
に
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

A

・
料
理
教
室
へ
の
助
成
は

・
食
育
教
職
員
の
重
要
性
の
認
識
は

・
地
域
内
消
費
の
促
進
は

・
食
育
推
進
会
議
設
置
は

・
食
育
基
本
法
の
調
査
研
究
部
署
は

・
食
育
推
進
の
周
知
を

・
食
農
教
育
は

・
給
食
セ
ン
タ
ー
は
地
消
地
産
と
経
費
の
ど

　ち
ら
を
優
先
す
る
か

・
給
食
の
地
消
地
産
に
つ
い
て
は
市
長
の

　リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
課
題
は

・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
課
題
解
決
に
は
連
携
で

　き
る
組
織
と
人
事
管
理
が
重
要

わ
る
全
て
を
中
止
し

た
た
め
で
あ
る
が
、

電
話
や
面
接
等
に
よ

る
個
別
の
相
談
対
応

に
よ
り
、
お
母
さ
ん

方
の
不
安
に
寄
り

添
っ
た
。

生産量日本一を誇る本市特産品のすもも

●
そ
の
他
の
質
問

・
食
育
基
本
法
の
条
文
ご
と
の
具
体
的
取
り

　組
み
は

育
計
画
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

隔
年
で
年
６
回
の
養
成
講
座
を
開
催
し
30

名
近
く
の
新
推
進
員
を
養
成
し
た
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　

主
な
質
疑
の
要
約
を
掲
載
し
て
い
ま
す

予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

　
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
常
任
委
員
会
ご
と
に
所
管
の
予
算
と

決
算
の
審
査
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
定
例
会
か
ら
予
算
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、議
長
を
除
く
全
議
員
で
審
査
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
特
別
委
員
会
の
委
員
長
に
飯
野
久
議
員
、
副
委
員
長

に
中
込
恵
子
議
員
が
委
員
の
互
選
に
よ
り
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
に
向
け
て
は
、
今
回
の
審
査
方
法
を
検
証
す
る
上

で
、
さ
ら
に
充
実
し
た
審
査
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

補
正
予
算

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

補
正
額
が
減
額
と
い
う
異
例
の
形

に
な
っ
た
が
、そ
の
要
因
等
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

Q
管
財
課
が
所
管
す
る「
庁
舎
維
持
管

理
事
業
」に
つ
い
て
、
購
入
す
る
機

器
は
い
つ
ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

Q
広
河
原
山
荘
改
築
事
業
の
減
額
が

大
き
い
こ
と
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
ず
減
額

と
な
っ
た
。
減
額
し
た
も
の
は
、
今
後
の
コ

ロ
ナ
対
策
の
対
応
に
つ
な
げ
た
い
。

A
体
温
測
定
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
２

セ
ッ
ト
を
本
庁
舎
本
館
正
面
玄
関

と
新
館
正
面
玄
関
に
設
置
し
、
購
入
は
１
、

２
ヵ
月
後
に
な
る
。
中
型
・
大
型
空
気
清
浄

A

観
光
施
設
課
が
所
管
す
る「
金
山
沢

温
泉
改
修
事
業
」に
つ
い
て
、
設
計

費
が
９
月
補
正
で
あ
る
と
、
工
事
費
は
12
月

補
正
に
な
る
と
思
う
が
、
４
月
か
ら
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
稼
ぎ
時
で
あ
り
、
そ
れ
ま

で
に
工
事
が
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
か
な
り

の
損
失
が
想
定
さ
れ
る
が
ど
う
か
。

Q 機
は
図
書
館
や
美
術
館
を
は
じ
め
市
役
所
会

議
室
等
の
公
共
施
設
26
ヵ
所
、
計
37
台
を
、

年
内
も
し
く
は
１
月
に
設
置
予
定
。

工
事
費
は
12
月
議
会
に
計
上
す
る

予
定
。
工
事
完
了
が
４
月
ま
で
に

間
に
合
う
か
微
妙

で
あ
る
が
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

ま
で
に
は
営
業
が

で
き
る
よ
う
努
力

す
る
。

A

●
水
道
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

企
業
局
料
金
課
が
所
管
す
る「
上
下

水
道
料
金
等
徴
収
業
務
委
託
」に
つ
い

て
、
こ
の
業
務
内
容
で
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
の
必
要
は
な
い
と
思
う
が
、
な
ぜ
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
し
た
の
か
。

Q
水
道
事
業
は
地
域
ご
と
に
特
色
が

あ
り
、
そ
の
特
色
に
合
っ
た
提
案

を
業
者
か
ら
引
き
出
し
て
、
そ
れ
が
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
な
が
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
１

番
高
い
と
こ
ろ
を
選
ぶ
た
め
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
と
し
た
。

A決
　
算

●
一
般
会
計

子
育
て
支
援
課
が
所
管
す
る「
子
ど

も
医
療
費
助
成
事
業
」に
つ
い
て
、
入

院
時
の
食
事
療
養
費
を
無
償
化
の
対
象
に
求

め
て
き
た
が
、
現
在
の
事
業
規
模
の
中
で
十

分
可
能
か
と
思
う
が
検
討
状
況
は
。

Q
来
年
度
予
算
に
計
上
す
べ
く
計
画

し
て
い
る
。

A

管
理
住
宅
課
が
所
管
す
る「
市
営
住

宅
家
賃
補
助
事
業
」に
つ
い
て
、
耐
震

基
準
を
満
た
さ
な
い
市
営
住
宅
か
ら
の
退
去

を
推
進
す
る
中
、
市
民
か
ら
非
常
に
助
か
っ

た
と
の
声
も
聞
く
が
、
転
居
先
が
一
般
ア

パ
ー
ト
と
な
り
、
県
営
住
宅
に
は
移
れ
な
い

規
定
も
あ
る
中
で
今
後
の
対
策
は
。

Q
原
則
は
、
市
営
住
宅
か
ら
県
営
住

宅
へ
の
転
居
は
で
き
な
い
が
、
本

人
の
体
の
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
可
能
な

場
合
が
あ
る
の
で
、
で
き
る
限
り
調
整
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

A

健
康
増
進
課
が
所
管
す
る
「
母
子

健
康
教
育
事
業
」に
つ
い
て
、
前
年

度
と
比
べ
て
、
健
康
教
室
の
実
施
回
数
が

減
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

Q
コ
ロ
ナ
対
策
に
伴
い
、
２
月
か
ら

離
乳
食
教
室
等
の
健
康
教
室
に
関

A

ココがポイント！

　これまで慣例で行われてきた予
算の常任委員会への分割付託は、
議案不可分の原則にそぐわないた
め、本市議会では何度も協議を重
ねてきました。１つの委員会で審
査することでより議論が深まるこ
とと、採決の適正化が図られます。

予算決算特別委員会に
なぜしたのか?!

マタニティ教室のようす

配管等の改修予定の金山沢温泉 飯野 久委員長中込恵子副委員長
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代 表 質 問

食育は生きる上での基本であり地消地産活用で
 ➡ 課題をクリアして努力する。

食
育
に
つ
い
て

食
育
基
本
法
に
お
け
る
地
方
公
共

団
体
の
責
務
の
認
識
お
よ
び
具
体

的
施
策
は
。
ま
た
、
統
括
部
署
は
。

Q
食
育
基
本
法
に
お
け
る
地
方
自
治

体
の
責
務
は
本
法
の
目
的
の
実
現

に
向
け
、
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
。

そ
の
た
め
に
国
・
県
の
食
育
基
本
計
画
と

整
合
性
を
と
り
な
が
ら
、
南
ア
ル
プ
ス
市

第
２
次
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
、
健
康

増
進
計
画
に
お
い
て
も
妊
娠
期
か
ら
高
齢

期
ま
で
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
応
じ
た
取
り

組
み
を
推
進
し
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
連
携
を
持
っ
て
進
め
て
い
る

が
総
合
政
策
部
で
責
任
を
持
っ
て
や
っ
て

い
く
。

A
食
を
め
ぐ
る
基
本
的
課
題
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
、
食
育
推
進
に
役
立

て
て
い
る
か
。
ま
た
、
食
生
活
改
善
推
進
員

の
養
成
は
行
っ
て
い
る
か
。

Q
　
食
生
活
に
お
け
る
環
境
の
変
化

か
ら
、
健
康
づ
く
り
に
係
る
課
題
、

基
本
と
な
る
食
に
関
す
る
課
題
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
管
理

栄
養
士
を
配
属
し
、
妊
娠
期
か
ら
乳
幼
児

期
、
成
人
期
、
高
齢
期
を
通
じ
た
食
育
の

推
進
を
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
図
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
各
小
中
学
校
の
学
校
保

健
委
員
会
で
も
健
康
増
進
計
画
と
共
に
食

A

討
議
の
焦
点

新政南アルプス
飯野 久 議員
新政南アルプス
飯野 久 議員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
地
域
農

業
振
興
を
踏
ま
え
た
地
消
地
産
の

考
え
方
お
よ
び
実
施
状
況
は
。
ま
た
、
す
も

も
給
食
実
施
、
給
食
用
米
は
南
ア
ル
プ
ス
市

産
１
０
０
％
で
。

Q
学
校
給
食
で
は
地
域
で
収
穫
さ
れ
た

農
産
物
を
給
食
の
食
材
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
食
育
の
推
進
や
伝
統
的
な
食
文

化
へ
の
理
解
が
育
ま
れ
意
義
の
あ
る
こ
と
と

考
え
て
い
る
。
広
報
に
よ
る
農
家
募
集
、
農

政
課
よ
り
の
野
菜
農
家
等
の
紹
介
に
よ
り
食

材
提
供
交
渉
し
て
き
た
結
果
２
件
の
農
家
と

供
給
契
約
を
結
び
、
今
後
は
、
生
産
者
団
体

な
ど
と
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
交
渉

し
て
い
く
。
ま
た
、
す
も
も
給
食
の
重
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。
地
産
地
消
と
い
う
考
え

方
で
い
く
と
、
行
政
府
の
中
で
南
ア
ル
プ
ス

市
産
と
規
定
し
て
よ
い
の
か
、
山
梨
産
と
し

て
よ
い
の
か
議
論
も
あ
る
。
米
給
食
に
つ
い

て
は
安
定
供
給
の
点
か
ら
県
産
米
70
％
、
北

関
東
産
30
％
と
し
て
い
る
が
、
い
く
つ
か
の

課
題
が
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
課
題
を
解

決
し
て
１
０
０
％
に
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

A

・
料
理
教
室
へ
の
助
成
は

・
食
育
教
職
員
の
重
要
性
の
認
識
は

・
地
域
内
消
費
の
促
進
は

・
食
育
推
進
会
議
設
置
は

・
食
育
基
本
法
の
調
査
研
究
部
署
は

・
食
育
推
進
の
周
知
を

・
食
農
教
育
は

・
給
食
セ
ン
タ
ー
は
地
消
地
産
と
経
費
の
ど

　ち
ら
を
優
先
す
る
か

・
給
食
の
地
消
地
産
に
つ
い
て
は
市
長
の

　リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
課
題
は

・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
課
題
解
決
に
は
連
携
で

　き
る
組
織
と
人
事
管
理
が
重
要

わ
る
全
て
を
中
止
し

た
た
め
で
あ
る
が
、

電
話
や
面
接
等
に
よ

る
個
別
の
相
談
対
応

に
よ
り
、
お
母
さ
ん

方
の
不
安
に
寄
り

添
っ
た
。

生産量日本一を誇る本市特産品のすもも

●
そ
の
他
の
質
問

・
食
育
基
本
法
の
条
文
ご
と
の
具
体
的
取
り

　組
み
は

育
計
画
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

隔
年
で
年
６
回
の
養
成
講
座
を
開
催
し
30

名
近
く
の
新
推
進
員
を
養
成
し
た
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
　

主
な
質
疑
の
要
約
を
掲
載
し
て
い
ま
す

予
算
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

　
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
常
任
委
員
会
ご
と
に
所
管
の
予
算
と

決
算
の
審
査
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
定
例
会
か
ら
予
算
決
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、議
長
を
除
く
全
議
員
で
審
査
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
特
別
委
員
会
の
委
員
長
に
飯
野
久
議
員
、
副
委
員
長

に
中
込
恵
子
議
員
が
委
員
の
互
選
に
よ
り
就
任
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
に
向
け
て
は
、
今
回
の
審
査
方
法
を
検
証
す
る
上

で
、
さ
ら
に
充
実
し
た
審
査
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

補
正
予
算

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

補
正
額
が
減
額
と
い
う
異
例
の
形

に
な
っ
た
が
、そ
の
要
因
等
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
か
。

Q
管
財
課
が
所
管
す
る「
庁
舎
維
持
管

理
事
業
」に
つ
い
て
、
購
入
す
る
機

器
は
い
つ
ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

Q
広
河
原
山
荘
改
築
事
業
の
減
額
が

大
き
い
こ
と
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
ず
減
額

と
な
っ
た
。
減
額
し
た
も
の
は
、
今
後
の
コ

ロ
ナ
対
策
の
対
応
に
つ
な
げ
た
い
。

A
体
温
測
定
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
２

セ
ッ
ト
を
本
庁
舎
本
館
正
面
玄
関

と
新
館
正
面
玄
関
に
設
置
し
、
購
入
は
１
、

２
ヵ
月
後
に
な
る
。
中
型
・
大
型
空
気
清
浄

A

観
光
施
設
課
が
所
管
す
る「
金
山
沢

温
泉
改
修
事
業
」に
つ
い
て
、
設
計

費
が
９
月
補
正
で
あ
る
と
、
工
事
費
は
12
月

補
正
に
な
る
と
思
う
が
、
４
月
か
ら
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
稼
ぎ
時
で
あ
り
、
そ
れ
ま

で
に
工
事
が
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
か
な
り

の
損
失
が
想
定
さ
れ
る
が
ど
う
か
。

Q 機
は
図
書
館
や
美
術
館
を
は
じ
め
市
役
所
会

議
室
等
の
公
共
施
設
26
ヵ
所
、
計
37
台
を
、

年
内
も
し
く
は
１
月
に
設
置
予
定
。

工
事
費
は
12
月
議
会
に
計
上
す
る

予
定
。
工
事
完
了
が
４
月
ま
で
に

間
に
合
う
か
微
妙

で
あ
る
が
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

ま
で
に
は
営
業
が

で
き
る
よ
う
努
力

す
る
。

A

●
水
道
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

企
業
局
料
金
課
が
所
管
す
る「
上
下

水
道
料
金
等
徴
収
業
務
委
託
」に
つ
い

て
、
こ
の
業
務
内
容
で
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
の
必
要
は
な
い
と
思
う
が
、
な
ぜ
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
に
し
た
の
か
。

Q
水
道
事
業
は
地
域
ご
と
に
特
色
が

あ
り
、
そ
の
特
色
に
合
っ
た
提
案

を
業
者
か
ら
引
き
出
し
て
、
そ
れ
が
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
つ
な
が
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
１

番
高
い
と
こ
ろ
を
選
ぶ
た
め
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
と
し
た
。

A決
　
算

●
一
般
会
計

子
育
て
支
援
課
が
所
管
す
る「
子
ど

も
医
療
費
助
成
事
業
」に
つ
い
て
、
入

院
時
の
食
事
療
養
費
を
無
償
化
の
対
象
に
求

め
て
き
た
が
、
現
在
の
事
業
規
模
の
中
で
十

分
可
能
か
と
思
う
が
検
討
状
況
は
。

Q
来
年
度
予
算
に
計
上
す
べ
く
計
画

し
て
い
る
。

A

管
理
住
宅
課
が
所
管
す
る「
市
営
住

宅
家
賃
補
助
事
業
」に
つ
い
て
、
耐
震

基
準
を
満
た
さ
な
い
市
営
住
宅
か
ら
の
退
去

を
推
進
す
る
中
、
市
民
か
ら
非
常
に
助
か
っ

た
と
の
声
も
聞
く
が
、
転
居
先
が
一
般
ア

パ
ー
ト
と
な
り
、
県
営
住
宅
に
は
移
れ
な
い

規
定
も
あ
る
中
で
今
後
の
対
策
は
。

Q
原
則
は
、
市
営
住
宅
か
ら
県
営
住

宅
へ
の
転
居
は
で
き
な
い
が
、
本

人
の
体
の
状
態
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
可
能
な

場
合
が
あ
る
の
で
、
で
き
る
限
り
調
整
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

A

健
康
増
進
課
が
所
管
す
る
「
母
子

健
康
教
育
事
業
」に
つ
い
て
、
前
年

度
と
比
べ
て
、
健
康
教
室
の
実
施
回
数
が

減
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

Q
コ
ロ
ナ
対
策
に
伴
い
、
２
月
か
ら

離
乳
食
教
室
等
の
健
康
教
室
に
関

A

ココがポイント！

　これまで慣例で行われてきた予
算の常任委員会への分割付託は、
議案不可分の原則にそぐわないた
め、本市議会では何度も協議を重
ねてきました。１つの委員会で審
査することでより議論が深まるこ
とと、採決の適正化が図られます。

予算決算特別委員会に
なぜしたのか?!

マタニティ教室のようす

配管等の改修予定の金山沢温泉 飯野 久委員長中込恵子副委員長
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南アルプス市国土強靱化地域計画策定は
 ➡ ライフラインを所管する各部署を中心に
　  策定会議を開催し策定に向け取り組む。

新決済システムの重度心身医療費助成の導入は
 ➡ 県で新電子決済システムの構築を推進している。
　  県と協力し導入に向け検討する。

途切れのない支援の推進の状況は
 ➡ 第4次南アルプス市障害者計画に「自立と共生社会の実現」を
　  基本理念に途切れない支援を重点目標にする。

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検
や
過

去
の
災
害
か
ら
の
知
見
を
踏
ま
え

て
南
ア
ル
プ
ス
市
の
国
土
強
靱
化
地
域
計
画

を
立
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
市
の
考

え
は
。

Q
地
震
や
豪
雨
、
豪
雪
等
の
大
規
模

な
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
政
府
は
、
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
に
対
し
優

先
的
に
財
政
支
援
す
る
と
の
方
針
を
示
し
て

お
り
、
今
後
、
国
の
財
政
支
援
を
優
先
的
に

受
け
る
た
め
、「
南
ア
ル
プ
ス
市
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
」が
必
要
と
な
る
。
本
年
７
月

か
ら
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
所
管
す
る
部
署
を

中
心
と
し
た
策
定
会
議
を
開
催
し
、「
南
ア

ル
プ
ス
市
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」の
策
定

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

A

本
市
の
庁
舎
内
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
と
な
っ

た
。
就
労
支
援
の
状
況
は
改
善
さ
れ
た
の
か
。

Q
「
福
祉
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
南
ア
ル
プ

ス
」は
、
生
活
困
窮
者
、
障
が
い
者
、

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
、
福
祉
的
支
援
が
必

要
な
方
に
、
生
活
支
援
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
就
労
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
31
年
１
月
、
本
庁

舎
新
館
フ
ロ
ア
内
に
設
置
し
た
。
令
和
元

年
度
の
実
績
は
、
福
祉
的
支
援
が
必
要
な

方
の
利
用
は
１
０
６
人
で
、
そ
の
内
、
46

人
の
方
が
就
職
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
子

育
て
世
代
や
若
年
層
な
ど
を
含
め
た
全
体

の
利
用
者
は
、
４
７
８
人
で
、
１
５
７
人

の
方
が
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
く

改
善
さ
れ
た
。

A

討
議
の
焦
点

公明党
河野 木綿子 議員

公明党
河野 木綿子 議員

新
決
済
シ
ス
テ
ム
で
の
重
度
心

身
障
が
い
者
の
医
療
費
助
成
に

つ
い
て重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の

新
た
な
仕
組
み
を
県
で
は
考
え
て

い
る
。
本
市
も
県
と
協
力
し
、
導
入
を
考
え

て
い
る
か
。

Q
山
梨
県
は
、
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
受
給
者
の
窓
口
負
担
軽
減
を

目
的
に
、
通
院
時
に
一
時
的
な
立
て
替
え

を
求
め
な
い
仕
組
み
と
し
て
、
新
電
子
決

済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
今

年
中
に
も
一
部
の
医
療
機
関
に
お
い
て

は
、
試
行
的
に
運
用
が
始
ま
る
こ
と
と
な

り
、
本
市
も
、
県
と
協
力
し
導
入
に
向
け
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

A途
切
れ
の
な
い
支
援
の
推
進
に

つ
い
てこ

れ
ま
で
の
支
援
体
制
の
取
り
組

み
の
進
捗
状
況
は
。

Q
第
４
次
南
ア
ル
プ
ス
市
障
害
者
計

画
に「
自
立
と
共
生
社
会
の
実
現
」

を
基
本
理
念
と
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通

じ
た
途
切
れ
の
な
い
支
援
の
推
進
を
重
点
目

標
の
１
つ
と
し
て
い
る
。
現
在
、本
市
で
は
、

保
健
、
教
育
、
福
祉
、
医
療
等
の
各
機
関
が

連
携
会
議
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
る

課
題
や
問
題
点
、
改
善
方
法
等
に
つ
い
て
、

A

コロナ禍の下での、市税や公共料金の徴収を
より市民に寄り添ったものに
 ➡ 納税交渉に十分配慮し、生活困窮者等の状況には
　  庁内連携を図りながら、慎重に対応している。

水道事業の公的責任や民営化をどう考える
 ➡ 料金徴収の業務委託は事業全体の民営化につながるものではない。
生活を支援するために水道料金の値下げを
 ➡ 計画する事業の遅れや公平な支援の観点から、値下げは難しい。

コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
の
、
税
や
公

共
料
金
の
扱
い
に
つ
い
て

市
税
や
公
共
料
金
の
滞
納
が
あ
る

市
民
に
対
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
十
分
配
慮
し
、
給
付
金
な
ど
の
緊

急
支
援
を
当
て
込
ん
だ
納
付
の
圧
力
を
行

わ
な
い
こ
と
や
、
法
令
を
遵
守
し
強
引
な

差
し
押
さ
え
は
行
わ
な
い
な
ど
、
い
つ
も

以
上
に
市
民
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
必
要

だ
が
、
市
の
所
見
は
。

Q

市
税
や
公
共
料
金
の
徴
収
に
つ
い

て
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急
に
支
援
さ

れ
る
給
付
金
の
趣
旨
か
ら
、納
税
交
渉
に
は

十
分
配
慮
し
た
対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、

生
活
困
窮
者
等
の
状
況
に
応
じ
て
、庁
内
連

携
を
図
り
な
が
ら
、慎
重
に
対
応
し
て
い
る
。

A

討
議
の
焦
点

市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

上
下
水
道
料
金
等
徴
収
業
務
を
民

間
業
者
に
委
託
す
る
が
、
水
道
は
、

公
的
責
任
が
重
要
で
あ
り
、
慎
重
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
水
道
事
業
の
公
的
責
任
や
民

営
化
に
つ
い
て
、
市
の
所
見
は
。

Q
水
道
事
業
は
公
益
性
お
よ
び
公
共

性
が
極
め
て
高
い
事
業
で
あ
り
、

水
の
安
全
安
心
は
市
民
生
活
お
よ
び
生
命
に

直
結
す
る
た
め
、
料
金
を
適
正
に
保
ち
、
安

全
で
高
い
水
質
を
維
持
し
た
水
の
安
定
供
給

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
、
行
政
の
責
任
と
し

て
認
識
し
て
い
る
。

　
上
下
水
道
料
金
等
徴
収
業
務
委
託
は
、
民

間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
活
力
に
よ
る
業
務

水
準
の
向
上
、
事
業
全
体
の
基
盤
強
化
、
業

務
の
さ
ら
な
る
効
率
化
を
目
指
す
と
と
も

に
、
よ
り
安
定
し
た
業
務
の
遂
行
、
専
門
的

知
識
お
よ
び
技
術
継
承
を
図
り
、
持
続
可
能

な
事
業
運
営
に
つ
な
げ
る
た
め
、
次
年
度
か

ら
の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

　
委
託
事
業
は
個
人
情
報
の
保
護
を
は
じ

A

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
市
民
生
活
を
守

り
、
支
援
す
る
た
め
に
水
道
料
金

の
値
下
げ
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

所
見
は
。

Q
南
ア
ル
プ
ス
市
で
は
こ
れ
ま
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴

う
支
援
策
と
し
て
、
総
額
27
億
円
の
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　
水
道
料
金
の
値
下
げ
は
、
減
免
も
含
め
て

検
討
し
た
が
、
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
の

下
で
運
営
し
て
お
り
、
10
年
先
を
見
据
え
た

計
画
に
基
づ
き
、
老
朽
化
施
設
の
更
新
や
災

害
対
策
に
向
け
た
市
民
生
活
に
重
要
な
事
業

等
を
順
次
進
め
て
い
る
。

　
水
道
料
金
の
値
下
げ
は
、
計
画
す
る
事
業

の
遅
れ
に
よ
る
安
定
供
給
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
、
ま
た
、
市
内
に
は
水
道
を
利
用
さ
れ

て
い
な
い
方
も
お
り
、
公
平
な
支
援
と
な
ら

な
い
。
よ
っ
て
水
道
料
金
等
に
関
す
る
支
援

を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

A め
、
安
全
性
、
確
実
性
な
ど
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
、
本
市
の
求
め
る
水
準
を
確
実
に

満
た
す
業
者
を
選
考
す
る
と
と
も
に
、
業
務

に
必
要
な
企
画
提
案
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
業
務
水
準
お
よ
び
能
率
向
上
が
期

待
で
き
る
。

　
本
業
務
委
託
は
水
道
事
業
全
体
の
民
営
化

に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

研
修
形
式
で
の
会
議
や
教
育
現
場
の
職
員
等

へ
の
研
修
も
毎
年
開
催
し
、
関
係
機
関
へ
啓

発
周
知
し
て
い
る
。乳
幼
児
期
か
ら
学
齢
期
、

成
人
期
の
各
段
階
で
、
１
人
ひ
と
り
に
応
じ

た
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
、
切
れ
目
な
く

円
滑
に
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
進
む
取
り
組
み

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

■動産 ■給与 ■預貯金 ■生命保険 ■土地・建物 ■自動車 ■税金還付 ■その他 ■年金*

*「年金」はＨ30年度は
  「その他」に含まれる

Ｒ元年度

H30年度

計
316件

計
250件

南アルプス市での差押え件数と内訳
（山梨県提供資料をもとに作成）
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●
そ
の
他
の
質
問

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
新
電
子
決
済
シ
ス

　テ
ム
の
モ
デ
ル
病
院
の
検
討
に
つ
い
て

・
途
切
れ
の
な
い
支
援
に
お
け
る
中
学
校
と

　高
校
と
の
連
携
・
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

国土強靭化地域計画のイメージ図
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南アルプス市国土強靱化地域計画策定は
 ➡ ライフラインを所管する各部署を中心に
　  策定会議を開催し策定に向け取り組む。

新決済システムの重度心身医療費助成の導入は
 ➡ 県で新電子決済システムの構築を推進している。
　  県と協力し導入に向け検討する。

途切れのない支援の推進の状況は
 ➡ 第4次南アルプス市障害者計画に「自立と共生社会の実現」を
　  基本理念に途切れない支援を重点目標にする。

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

重
要
イ
ン
フ
ラ
の
緊
急
点
検
や
過

去
の
災
害
か
ら
の
知
見
を
踏
ま
え

て
南
ア
ル
プ
ス
市
の
国
土
強
靱
化
地
域
計
画

を
立
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
市
の
考

え
は
。

Q
地
震
や
豪
雨
、
豪
雪
等
の
大
規
模

な
自
然
災
害
に
対
す
る
備
え
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
。
政
府
は
、
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
施
策
に
対
し
優

先
的
に
財
政
支
援
す
る
と
の
方
針
を
示
し
て

お
り
、
今
後
、
国
の
財
政
支
援
を
優
先
的
に

受
け
る
た
め
、「
南
ア
ル
プ
ス
市
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
」が
必
要
と
な
る
。
本
年
７
月

か
ら
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
所
管
す
る
部
署
を

中
心
と
し
た
策
定
会
議
を
開
催
し
、「
南
ア

ル
プ
ス
市
国
土
強
靱
化
地
域
計
画
」の
策
定

に
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

A

本
市
の
庁
舎
内
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
と
な
っ

た
。
就
労
支
援
の
状
況
は
改
善
さ
れ
た
の
か
。

Q
「
福
祉
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
南
ア
ル
プ

ス
」は
、
生
活
困
窮
者
、
障
が
い
者
、

ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
、
福
祉
的
支
援
が
必

要
な
方
に
、
生
活
支
援
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
就
労
支
援
を
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
31
年
１
月
、
本
庁

舎
新
館
フ
ロ
ア
内
に
設
置
し
た
。
令
和
元

年
度
の
実
績
は
、
福
祉
的
支
援
が
必
要
な

方
の
利
用
は
１
０
６
人
で
、
そ
の
内
、
46

人
の
方
が
就
職
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
子

育
て
世
代
や
若
年
層
な
ど
を
含
め
た
全
体

の
利
用
者
は
、
４
７
８
人
で
、
１
５
７
人

の
方
が
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
き
く

改
善
さ
れ
た
。

A

討
議
の
焦
点

公明党
河野 木綿子 議員

公明党
河野 木綿子 議員
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テ
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度
心

身
障
が
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者
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医
療
費
助
成
に

つ
い
て重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
の

新
た
な
仕
組
み
を
県
で
は
考
え
て

い
る
。
本
市
も
県
と
協
力
し
、
導
入
を
考
え

て
い
る
か
。
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山
梨
県
は
、
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
受
給
者
の
窓
口
負
担
軽
減
を

目
的
に
、
通
院
時
に
一
時
的
な
立
て
替
え

を
求
め
な
い
仕
組
み
と
し
て
、
新
電
子
決
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シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
今

年
中
に
も
一
部
の
医
療
機
関
に
お
い
て

は
、
試
行
的
に
運
用
が
始
ま
る
こ
と
と
な

り
、
本
市
も
、
県
と
協
力
し
導
入
に
向
け
、

前
向
き
に
検
討
す
る
。

A途
切
れ
の
な
い
支
援
の
推
進
に

つ
い
てこ

れ
ま
で
の
支
援
体
制
の
取
り
組

み
の
進
捗
状
況
は
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市
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計
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自
立
と
共
生
社
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の
実
現
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を
基
本
理
念
と
し
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通

じ
た
途
切
れ
の
な
い
支
援
の
推
進
を
重
点
目

標
の
１
つ
と
し
て
い
る
。
現
在
、本
市
で
は
、

保
健
、
教
育
、
福
祉
、
医
療
等
の
各
機
関
が

連
携
会
議
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
る

課
題
や
問
題
点
、
改
善
方
法
等
に
つ
い
て
、

A

コロナ禍の下での、市税や公共料金の徴収を
より市民に寄り添ったものに
 ➡ 納税交渉に十分配慮し、生活困窮者等の状況には
　  庁内連携を図りながら、慎重に対応している。

水道事業の公的責任や民営化をどう考える
 ➡ 料金徴収の業務委託は事業全体の民営化につながるものではない。
生活を支援するために水道料金の値下げを
 ➡ 計画する事業の遅れや公平な支援の観点から、値下げは難しい。

コ
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ナ
禍
の
下
で
の
、
税
や
公

共
料
金
の
扱
い
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つ
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て

市
税
や
公
共
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金
の
滞
納
が
あ
る

市
民
に
対
し
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
十
分
配
慮
し
、
給
付
金
な
ど
の
緊

急
支
援
を
当
て
込
ん
だ
納
付
の
圧
力
を
行

わ
な
い
こ
と
や
、
法
令
を
遵
守
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強
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な
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し
押
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え
は
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わ
な
い
な
ど
、
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つ
も

以
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に
市
民
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
必
要
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が
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市
の
所
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市
税
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、庁
内
連

携
を
図
り
な
が
ら
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に
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応
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る
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討
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の
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事
業
に
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て

上
下
水
道
料
金
等
徴
収
業
務
を
民

間
業
者
に
委
託
す
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、
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道
は
、

公
的
責
任
が
重
要
で
あ
り
、
慎
重
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
。
水
道
事
業
の
公
的
責
任
や
民

営
化
に
つ
い
て
、
市
の
所
見
は
。

Q
水
道
事
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益
性
お
よ
び
公
共

性
が
極
め
て
高
い
事
業
で
あ
り
、

水
の
安
全
安
心
は
市
民
生
活
お
よ
び
生
命
に

直
結
す
る
た
め
、
料
金
を
適
正
に
保
ち
、
安

全
で
高
い
水
質
を
維
持
し
た
水
の
安
定
供
給

に
努
め
て
い
く
こ
と
が
、
行
政
の
責
任
と
し

て
認
識
し
て
い
る
。

　
上
下
水
道
料
金
等
徴
収
業
務
委
託
は
、
民

間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
活
力
に
よ
る
業
務

水
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の
向
上
、
事
業
全
体
の
基
盤
強
化
、
業

務
の
さ
ら
な
る
効
率
化
を
目
指
す
と
と
も

に
、
よ
り
安
定
し
た
業
務
の
遂
行
、
専
門
的

知
識
お
よ
び
技
術
継
承
を
図
り
、
持
続
可
能

な
事
業
運
営
に
つ
な
げ
る
た
め
、
次
年
度
か

ら
の
実
施
を
計
画
し
て
い
る
。

　
委
託
事
業
は
個
人
情
報
の
保
護
を
は
じ

A

コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
市
民
生
活
を
守

り
、
支
援
す
る
た
め
に
水
道
料
金

の
値
下
げ
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

所
見
は
。

Q
南
ア
ル
プ
ス
市
で
は
こ
れ
ま
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴

う
支
援
策
と
し
て
、
総
額
27
億
円
の
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　
水
道
料
金
の
値
下
げ
は
、
減
免
も
含
め
て

検
討
し
た
が
、
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
の

下
で
運
営
し
て
お
り
、
10
年
先
を
見
据
え
た

計
画
に
基
づ
き
、
老
朽
化
施
設
の
更
新
や
災

害
対
策
に
向
け
た
市
民
生
活
に
重
要
な
事
業

等
を
順
次
進
め
て
い
る
。

　
水
道
料
金
の
値
下
げ
は
、
計
画
す
る
事
業

の
遅
れ
に
よ
る
安
定
供
給
へ
の
影
響
も
懸
念

さ
れ
、
ま
た
、
市
内
に
は
水
道
を
利
用
さ
れ

て
い
な
い
方
も
お
り
、
公
平
な
支
援
と
な
ら

な
い
。
よ
っ
て
水
道
料
金
等
に
関
す
る
支
援

を
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

A め
、
安
全
性
、
確
実
性
な
ど
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
、
本
市
の
求
め
る
水
準
を
確
実
に

満
た
す
業
者
を
選
考
す
る
と
と
も
に
、
業
務

に
必
要
な
企
画
提
案
を
採
用
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
業
務
水
準
お
よ
び
能
率
向
上
が
期

待
で
き
る
。

　
本
業
務
委
託
は
水
道
事
業
全
体
の
民
営
化

に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
。

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

日本共産党南アルプス市議団
名取 泰 議員

研
修
形
式
で
の
会
議
や
教
育
現
場
の
職
員
等

へ
の
研
修
も
毎
年
開
催
し
、
関
係
機
関
へ
啓

発
周
知
し
て
い
る
。乳
幼
児
期
か
ら
学
齢
期
、

成
人
期
の
各
段
階
で
、
１
人
ひ
と
り
に
応
じ

た
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
、
切
れ
目
な
く

円
滑
に
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
進
む
取
り
組
み

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

■動産 ■給与 ■預貯金 ■生命保険 ■土地・建物 ■自動車 ■税金還付 ■その他 ■年金*

*「年金」はＨ30年度は
  「その他」に含まれる

Ｒ元年度

H30年度

計
316件

計
250件

南アルプス市での差押え件数と内訳
（山梨県提供資料をもとに作成）

0 6

7 7

4 8 520

11 10 23

2415

32

234

1591

●
そ
の
他
の
質
問

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
新
電
子
決
済
シ
ス

　テ
ム
の
モ
デ
ル
病
院
の
検
討
に
つ
い
て

・
途
切
れ
の
な
い
支
援
に
お
け
る
中
学
校
と

　高
校
と
の
連
携
・
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

国土強靭化地域計画のイメージ図
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市政のここを聞く！代 表 質 問 代表質問の映像をご視聴いただけます。

小中学校 ICT 教育環境整備への課題は何か
 ➡ 教職員の ICT 指導スキルアップ、
　  大型提示装置の各普通教室常設、人材育成。

コロナ感染拡大から高齢者への支援策は
 ➡ 民生委員の協力による見守りや声掛けの他、
　  感染対策を万全に活動再開を支援する。

第
３
次
小
中
学
校
教
育
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
に

つ
い
て新

学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
指
導
等
を
行
う
た
め

に
、
現
時
点
で
市
が
課
題
と
し
て
い
る
こ
と

は
何
か
。

Q
１
人
１
台
端
末
が
整
備
さ
れ
た
環

境
の
下
で
、
教
職
員
自
ら
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
指
導
ス
キ
ル
を
よ
り
向
上
、
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
専
門
業
者
に
も
継
続
し

た
協
力
を
求
め
、
早
々
に
教
職
員
の
研
修

を
進
め
る
。

A

感
染
症
拡
大
防
止
に
よ
り
、
高
齢

者
の
活
動
の
場
で
あ
る
サ
ロ
ン
、

１
０
０
歳
体
操
、
協
議
体
な
ど
が
休
止
と

な
っ
て
い
る
。
要
介
護
者
の
増
大
を
防
ぐ
対

策
、
指
導
は
。

Q
「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｅ
事
業
」利
用

者
に
通
所
支
援
員
が
巡
回
訪
問
し
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
、
必
要
が
あ
れ
ば
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
げ
支
援
し
て

い
る
。
１
０
０
歳
体
操
は
、
自
宅
で
運
動
で

き
る
よ
う
、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
て
い
る
。

今
後
も
感
染
予
防
を
徹
底
し
た
活
動
再
開

を
、
随
時
力
強
く
支
援
し
て
い
く
。

A
高
齢
者
へ
の
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド

（
情
報
格
差
）解
消
へ
の
市
の
考
え
は
。

Q
高
齢
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
際
、
安
全
に
正
し
く
活
用

す
る
た
め
、
生
涯
学
習
講
座
の
開
催
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
各
家
庭
お
よ
び
高
齢
者

ご
自
身
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
も
期
待
し

て
い
る
。

A

８
月
の
臨
時
会
で
議
案
が
通
過
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
は
、
各
普

通
教
室
に
大
型
提
示
装
置
が
常
設
さ
れ
な

Q

１
人
１
台
端
末
を
生
か
す
に
は
、

大
型
提
示
装
置
が
不
可
欠
な
の
で
、

別
途
予
算
化
し
て
、
今
年
度
中
に
１
２
２
台

の
高
性
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
導
入
す
る
。

す
で
に
学
校
に
配
備
さ
れ
て
い
る
電
子
黒
板

と
大
型
テ
レ
ビ
を
合
わ
せ
て
、
大
型
提
示
装

置
の
全
普
通
学
級
配
置
が
可
能
と
な
る
。

A

討
議
の
焦
点

新生かがやき
中込 恵子 議員
新生かがやき
中込 恵子 議員

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
受
け
、

高
齢
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

市
で
は
高
齢
者
の
熱
中
症
予
防
対

策
と
し
て「
飲
み
も
の
引
換
券
」を
配

布
し
た
が
、
他
に
ど
の
よ
う
な
高
齢
者
支
援

策
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

Q
市
内
１
４
０
の
高
齢
者
事
業
所
に
、

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
１
万
２
５
０

０
個
を
配
布
、
さ
ら
に
県
か
ら
、
本
市
を

通
じ
て
マ
ス
ク
、
消
毒
薬
、
ゴ
ム
手
袋
を

配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
出
の
自
粛
に

よ
り
、
要
支
援
者
の
孤
立
や
心
身
機
能
の

低
下
、
熱
中
症
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、

「
あ
っ
た
か
カ
ー
ド
」
登
録
者
約
８
０
０
人

を
対
象
に
、
民
生
委
員
の
協
力
を
得
て
、

経
口
補
水
液
や
使
い
捨
て
マ
ス
ク
を
配
付

し
な
が
ら
、
個
別
に
健
康
状
態
や
特
別
定

A

防犯対策として防犯カメラの設置を
 ➡ 市民の安心・安全な生活を守るため、十分に検討していく。

観光施策とする伊奈ヶ湖周遊構想は
 ➡ エコパ伊奈ヶ湖計画に併せて、鋭意調査研究していく。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

本
年
６
月
に
高
尾
地
区
在
住
の
方

が
行
方
不
明
と
な
り
、
約
１
ヵ
月

後
に
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
。
未
だ
犯
人
が

絞
り
込
め
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
山
林

道
路
等
に
も
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Q
公
道
上
な
ど
の「
屋
外
公
共
空
間
」

の
撮
影
に
つ
い
て
は
、
映
像
で
個

人
が
特
定
さ
れ
る
場
合
は
、
個
人
情
報
保
護

法
や
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
っ
て
厳
し

く
管
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
最
大
限
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
た

め
に
は
多
く
の
場
所
で
監
視
が
必
要
な
の
で

現
在
、
検
討
を
進
め
て
い
る
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
に

よ
る
実
効
性
あ
る
一
元
的
な
活
用
と
併
せ
て

十
分
検
討
し
て
い
く
。

A
近
年
、
山
林
・
河
川
等
に
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
ず
、
環
境

面
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
考

え
る
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
は
、
公
安

や
警
察
等
の
協
議
が
必
要
か
。

Q
設
置
に
つ
い
て
は
、
公
安
委
員
会

や
警
察
と
い
っ
た
行
政
機
関
へ
の

届
け
出
・
申
請
な
ど
法
令
上
の
手
続
き
は
必

要
な
い
が
、
犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら
地
元
警

察
に
設
置
場
所
や
設
置
方
法
な
ど
の
意
見
を

伺
う
必
要
が
あ
る
。

A

討
議
の
焦
点

躍進会
野中 國幹 議員

躍進会
野中 國幹 議員

観
光
施
策
と
す
る

伊
奈
ヶ
湖
周
遊
構
想
に
つ
い
て

現
在
、
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
と
し
て

周
辺
整
備
を
行
い
、
観
光
面
を
は

じ
め
野
外
教
育
活
動
と
す
る
環
境
づ
く
り

を
行
い
、
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
伊
奈
ヶ
湖
の
往
復
で
終
わ
り
、
高

尾
等
を
周
遊
し
て
の
観
光
状
況
は
整
備
さ

れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
伊
奈
ヶ
湖
か

ら
高
尾
を
周
遊
し
て
発
展
的
観
光
ル
ー
ト

と
す
る
考
え
は
。

Q
高
尾
地
区
に
つ
い
て
は
、
歴
史
・

文
化
の
あ
る
地
域
で
あ
り
、
多
く

の
方
が
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
尾
地
区
の

苗
畑
に
つ
い
て
は
、
協
働
の
森「
南
ア
ル
プ

ス
山
桜
の
森
」と
し
て
整
備
し
て
お
り
、
環

境
保
全
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
観
光
資
源

と
し
て
は
、
古
く
か
ら
の
歴
史
文
化
や
豊
か

な
自
然
を
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
か
ら
の
観
光
周

遊
ル
ー
ト
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
、
十
分

可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖

整
備
計
画
に
併
せ
て
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
方
策
を
鋭
意
調
査
研
究
し

て
い
く
。

A地
域
活
性
化
策
と
し
て

現
在
、
南
ア
ル
プ
ス
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
愛
好
会
が
、
山
林
や
平
野

部
に
お
い
て
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
を

Q

整
備
し
た
り
、
市
内
の
小
学
校
で
自
転
車
教

室
の
開
催
や
、
山
林
の
保
全
活
動
お
よ
び
地

域
イ
ベ
ン
ト
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
、

日
本
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
と
の
連
携

を
図
り
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

南
ア
ル
プ
ス
市
の
地
域
活
動
の
拡
大
を
進
め

て
い
く
計
画
で
あ
る
が
、
愛
好
会
へ
の
支
援

策
は
図
れ
な
い
か
。

額
給
付
金
の
申
請
漏
れ
を
確
認
す
る
な
ど
、

見
守
り
と
声
か
け
を
実
施
し
た
。
そ
の
他

前
年
度
比
、
３
割
以
上
収
入
が
減
少
し
た

方
に
は
、
介
護
保
険
料
等
の
減
免
に
よ
り
、

経
済
的
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

愛
好
会
の
活
動
は
、
世
界
的
に
有

名
な
自
転
車
メ
ー
カ
ー
や
愛
好
家

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
全
国
、
世
界

各
国
へ
発
信
さ
れ
、
本
市
の
観
光
促
進
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。今
後
は
、

愛
好
会
と
本
市
が
相
互
に
役
割
を
分
担
す
る

中
で
連
携
を
図
り
、
支
援
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

A

南アルプスマウンテンバイク愛好会が
整備したコース（平岡地内）

●
そ
の
他
の
質
問

・
女
性
の
健
康
へ
の
包
括
的
支
援
に
つ
い
て

落合小学校が始めたオンラインの校内研究会
授業で活用できるウェブサービスを学ぶ

い
こ
と
に
な
る
。 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
も
示
さ
れ
て
い
る
、
普
通
教
室
へ
の
大

型
提
示
装
置
各
１
台
の
常
設
は
、
２
０
２

２
年
ま
で
に
実
現
さ
せ
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
か
。
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小中学校 ICT 教育環境整備への課題は何か
 ➡ 教職員の ICT 指導スキルアップ、
　  大型提示装置の各普通教室常設、人材育成。

コロナ感染拡大から高齢者への支援策は
 ➡ 民生委員の協力による見守りや声掛けの他、
　  感染対策を万全に活動再開を支援する。

第
３
次
小
中
学
校
教
育
系

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
に

つ
い
て新

学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
指
導
等
を
行
う
た
め

に
、
現
時
点
で
市
が
課
題
と
し
て
い
る
こ
と

は
何
か
。

Q
１
人
１
台
端
末
が
整
備
さ
れ
た
環

境
の
下
で
、
教
職
員
自
ら
が
Ｉ
Ｃ

Ｔ
指
導
ス
キ
ル
を
よ
り
向
上
、
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
専
門
業
者
に
も
継
続
し

た
協
力
を
求
め
、
早
々
に
教
職
員
の
研
修

を
進
め
る
。

A

感
染
症
拡
大
防
止
に
よ
り
、
高
齢

者
の
活
動
の
場
で
あ
る
サ
ロ
ン
、

１
０
０
歳
体
操
、
協
議
体
な
ど
が
休
止
と

な
っ
て
い
る
。
要
介
護
者
の
増
大
を
防
ぐ
対

策
、
指
導
は
。

Q
「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｅ
事
業
」利
用

者
に
通
所
支
援
員
が
巡
回
訪
問
し
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
、
必
要
が
あ
れ
ば
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
な
げ
支
援
し
て

い
る
。
１
０
０
歳
体
操
は
、
自
宅
で
運
動
で

き
る
よ
う
、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
し
て
い
る
。

今
後
も
感
染
予
防
を
徹
底
し
た
活
動
再
開

を
、
随
時
力
強
く
支
援
し
て
い
く
。

A
高
齢
者
へ
の
デ
ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド

（
情
報
格
差
）解
消
へ
の
市
の
考
え
は
。

Q
高
齢
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
際
、
安
全
に
正
し
く
活
用

す
る
た
め
、
生
涯
学
習
講
座
の
開
催
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
各
家
庭
お
よ
び
高
齢
者

ご
自
身
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
も
期
待
し

て
い
る
。

A

８
月
の
臨
時
会
で
議
案
が
通
過
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
は
、
各
普

通
教
室
に
大
型
提
示
装
置
が
常
設
さ
れ
な

Q

１
人
１
台
端
末
を
生
か
す
に
は
、

大
型
提
示
装
置
が
不
可
欠
な
の
で
、

別
途
予
算
化
し
て
、
今
年
度
中
に
１
２
２
台

の
高
性
能
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
導
入
す
る
。

す
で
に
学
校
に
配
備
さ
れ
て
い
る
電
子
黒
板

と
大
型
テ
レ
ビ
を
合
わ
せ
て
、
大
型
提
示
装

置
の
全
普
通
学
級
配
置
が
可
能
と
な
る
。

A

討
議
の
焦
点

新生かがやき
中込 恵子 議員
新生かがやき
中込 恵子 議員

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
受
け
、

高
齢
者
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

市
で
は
高
齢
者
の
熱
中
症
予
防
対

策
と
し
て「
飲
み
も
の
引
換
券
」を
配

布
し
た
が
、
他
に
ど
の
よ
う
な
高
齢
者
支
援

策
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

Q
市
内
１
４
０
の
高
齢
者
事
業
所
に
、

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
１
万
２
５
０

０
個
を
配
布
、
さ
ら
に
県
か
ら
、
本
市
を

通
じ
て
マ
ス
ク
、
消
毒
薬
、
ゴ
ム
手
袋
を

配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
外
出
の
自
粛
に

よ
り
、
要
支
援
者
の
孤
立
や
心
身
機
能
の

低
下
、
熱
中
症
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
た
め
、

「
あ
っ
た
か
カ
ー
ド
」
登
録
者
約
８
０
０
人

を
対
象
に
、
民
生
委
員
の
協
力
を
得
て
、

経
口
補
水
液
や
使
い
捨
て
マ
ス
ク
を
配
付

し
な
が
ら
、
個
別
に
健
康
状
態
や
特
別
定

A

防犯対策として防犯カメラの設置を
 ➡ 市民の安心・安全な生活を守るため、十分に検討していく。

観光施策とする伊奈ヶ湖周遊構想は
 ➡ エコパ伊奈ヶ湖計画に併せて、鋭意調査研究していく。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

本
年
６
月
に
高
尾
地
区
在
住
の
方

が
行
方
不
明
と
な
り
、
約
１
ヵ
月

後
に
遺
体
で
発
見
さ
れ
た
。
未
だ
犯
人
が

絞
り
込
め
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
山
林

道
路
等
に
も
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Q
公
道
上
な
ど
の「
屋
外
公
共
空
間
」

の
撮
影
に
つ
い
て
は
、
映
像
で
個

人
が
特
定
さ
れ
る
場
合
は
、
個
人
情
報
保
護

法
や
市
個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
っ
て
厳
し

く
管
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か

ら
、
最
大
限
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
市
民
の
安
心
・
安
全
な
生
活
を
守
る
た

め
に
は
多
く
の
場
所
で
監
視
が
必
要
な
の
で

現
在
、
検
討
を
進
め
て
い
る
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
に

よ
る
実
効
性
あ
る
一
元
的
な
活
用
と
併
せ
て

十
分
検
討
し
て
い
く
。

A
近
年
、
山
林
・
河
川
等
に
ゴ
ミ
の

不
法
投
棄
が
後
を
絶
た
ず
、
環
境

面
に
お
い
て
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
考

え
る
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
は
、
公
安

や
警
察
等
の
協
議
が
必
要
か
。

Q
設
置
に
つ
い
て
は
、
公
安
委
員
会

や
警
察
と
い
っ
た
行
政
機
関
へ
の

届
け
出
・
申
請
な
ど
法
令
上
の
手
続
き
は
必

要
な
い
が
、
犯
罪
防
止
の
観
点
か
ら
地
元
警

察
に
設
置
場
所
や
設
置
方
法
な
ど
の
意
見
を

伺
う
必
要
が
あ
る
。

A

討
議
の
焦
点

躍進会
野中 國幹 議員

躍進会
野中 國幹 議員

観
光
施
策
と
す
る

伊
奈
ヶ
湖
周
遊
構
想
に
つ
い
て

現
在
、
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
と
し
て

周
辺
整
備
を
行
い
、
観
光
面
を
は

じ
め
野
外
教
育
活
動
と
す
る
環
境
づ
く
り

を
行
い
、
注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
伊
奈
ヶ
湖
の
往
復
で
終
わ
り
、
高

尾
等
を
周
遊
し
て
の
観
光
状
況
は
整
備
さ

れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
伊
奈
ヶ
湖
か

ら
高
尾
を
周
遊
し
て
発
展
的
観
光
ル
ー
ト

と
す
る
考
え
は
。

Q
高
尾
地
区
に
つ
い
て
は
、
歴
史
・

文
化
の
あ
る
地
域
で
あ
り
、
多
く

の
方
が
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
高
尾
地
区
の

苗
畑
に
つ
い
て
は
、
協
働
の
森「
南
ア
ル
プ

ス
山
桜
の
森
」と
し
て
整
備
し
て
お
り
、
環

境
保
全
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
観
光
資
源

と
し
て
は
、
古
く
か
ら
の
歴
史
文
化
や
豊
か

な
自
然
を
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖
か
ら
の
観
光
周

遊
ル
ー
ト
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
、
十
分

可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
エ
コ
パ
伊
奈
ヶ
湖

整
備
計
画
に
併
せ
て
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
資

源
と
し
て
の
活
用
方
策
を
鋭
意
調
査
研
究
し

て
い
く
。

A地
域
活
性
化
策
と
し
て

現
在
、
南
ア
ル
プ
ス
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
愛
好
会
が
、
山
林
や
平
野

部
に
お
い
て
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー
ス
を

Q

整
備
し
た
り
、
市
内
の
小
学
校
で
自
転
車
教

室
の
開
催
や
、
山
林
の
保
全
活
動
お
よ
び
地

域
イ
ベ
ン
ト
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
、

日
本
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
と
の
連
携

を
図
り
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

南
ア
ル
プ
ス
市
の
地
域
活
動
の
拡
大
を
進
め

て
い
く
計
画
で
あ
る
が
、
愛
好
会
へ
の
支
援

策
は
図
れ
な
い
か
。

額
給
付
金
の
申
請
漏
れ
を
確
認
す
る
な
ど
、

見
守
り
と
声
か
け
を
実
施
し
た
。
そ
の
他

前
年
度
比
、
３
割
以
上
収
入
が
減
少
し
た

方
に
は
、
介
護
保
険
料
等
の
減
免
に
よ
り
、

経
済
的
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

愛
好
会
の
活
動
は
、
世
界
的
に
有

名
な
自
転
車
メ
ー
カ
ー
や
愛
好
家

か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
全
国
、
世
界

各
国
へ
発
信
さ
れ
、
本
市
の
観
光
促
進
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。今
後
は
、

愛
好
会
と
本
市
が
相
互
に
役
割
を
分
担
す
る

中
で
連
携
を
図
り
、
支
援
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

A

南アルプスマウンテンバイク愛好会が
整備したコース（平岡地内）

●
そ
の
他
の
質
問

・
女
性
の
健
康
へ
の
包
括
的
支
援
に
つ
い
て

落合小学校が始めたオンラインの校内研究会
授業で活用できるウェブサービスを学ぶ

い
こ
と
に
な
る
。 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

に
も
示
さ
れ
て
い
る
、
普
通
教
室
へ
の
大

型
提
示
装
置
各
１
台
の
常
設
は
、
２
０
２

２
年
ま
で
に
実
現
さ
せ
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
か
。



一 般 質 問

温暖化による
気象災害の対策は

施
し
て
お
り
、５
年
前
の
点
検
に
お
い
て
は
、

将
来
的
に
対
策
の
検
討
が
必
要
と
の
評
価
が

さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
中
に
は
、
軽
微
な
修

繕
と
今
後
の
維
持
管
理
計
画
の
策
定
を
含
め

た
、
調
査
委
託
を
実
施
す
る
と
の
回
答
を
得

て
い
る
。

こ
こ
数
年
、
温
暖
化
に
よ
る
と
思

わ
れ
る
水
害
が
全
国
各
地
で
発
生

し
て
い
る
。
築
１
０
０
年
の
大
堰
堤
も
、
決

壊
等
の
お
そ
れ
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
専
門

家
に
よ
る
調
査
を
し
て
、
も
し
決
壊
し
た
場

合
の
被
害
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の

か
、
ま
た
、
対
策
は
何
が
必
要
か
も
知
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Q
芦
安
堰
堤
に
つ
い
て
は
、
県
が
管

理
す
る
一
級
河
川
御
勅
使
川
の
砂

防
施
設
と
な
る
の
で
、
管
理
者
で
あ
る
中
北

建
設
事
務
所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
５
年
に

１
回
程
度
の
間
隔
で
施
設
の
定
期
点
検
を
実

A 芦
安
の
大
堰
堤
の
調
査
に
つ
い
て

新政南アルプス
清水 重仁 議員
新政南アルプス
清水 重仁 議員

新政南アルプス
村松 三千雄 議員
新政南アルプス
村松 三千雄 議員

育成期の
桃せん孔細菌病
防除費用の
支援拡大を

コ
ロ
ナ
時
代
の
観
光
戦
略
を
具
体

化
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

Q
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
配
慮
し
、
東

海
圏
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
当

面
は
、
近
県
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
重
点
を
置

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
３

密
状
態
を
避
け
た
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
が

注
目
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に

よ
る
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
観
光
プ
ラ
ン
を
検
討
し

て
い
く
。

A コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

秋
季
の
せ
ん
孔
細
菌
病
防
除
薬
剤

散
布
費
用
の
継
続
支
援
と
、
さ
ら

に
春
か
ら
夏
の
育
成
期
間
の
防
除
費
用
支
援

を
求
め
る
が
。

Q
桃
の
せ
ん
孔
細
菌
病
の
防
除
対
策
は
、

昨
年
、
秋
季
防
除
費
用
の
一
部
を
支

援
し
た
が
、
思
う
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
ず
、

今
年
度
も
秋
季
防
除
費
用
を
支
援
す
る
予
算

案
を
、今
議
会
に
上
程
し
た
。
来
年
度
以
降
も
、

秋
季
防
除
費
用
の
支
援
と
、
春
か
ら
夏
の
育

成
期
防
除
費
用
も
、
秋
季
防
除
の
効
果
を
確

認
す
る
中
で
、支
援
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。

A せ
ん
孔
細
菌
病
防
除
費
用
の

さ
ら
な
る
支
援
に
つ
い
て

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
取

り
入
れ
て
、
農
業
従
事
者
や
土
地

所
有
者
、 

Ｊ
Ａ
や
行
政
な
ど
が
協
力
し
て

解
決
す
る
た
め
の「（
仮
称
）荒
廃
農
地
解
消

検
討
委
員
会
」の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Q
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
協

力
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

は
、
重
要
な
対
策
へ
の
進
め
方
と
し
て
最
も

有
効
で
あ
る
。
議
員
提
案
を
視
野
に
入
れ
る

中
で
、他
の
自
治
体
の
活
動
事
例
も
参
考
に
、

抜
本
的
な
荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
に

努
め
て
い
く
。

A 荒
廃
農
地
の
解
消
策
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
代表質問と一般質問の映像をご視聴いただけます。

滝
沢
川
の
浚
渫
に
つ
い
て
は
、
一
級

河
川
滝
沢
川
の
管
理
者
で
あ
る
県
に

お
い
て
、
河
川
状
況
を
現
地
確
認
し
、
必
要

に
応
じ
て
浚
渫
等
を
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、

滝
沢
川
で
は
本
年
度
、
南
湖
橋
下
流
に
お
い

て
浚
渫
を
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

A
今
年
の
７
月
豪
雨
に
よ
る
、
球
磨

川
や
最
上
川
の
氾
濫
を
見
て
も
、

線
状
降
水
帯
に
よ
り
、
想
定
外
の
雨
量
で
氾

濫
し
て
い
る
の
で
、
国
・
県
と
も
早
急
に
協

議
を
し
て
、
滝
沢
川（
特
に
南
湖
地
区
）の
浚

渫
や
、
横
川
の
排
水
ポ
ン
プ
の
増
設
を
す
る

の
か
、
市
と
し
て
の
考
え
は
。

Q 南
湖
地
区
の
洪
水
対
策
に
つ
い
て

▶
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
芦
安
堰
堤

高尾地区への堆肥化施設建設計画の是非は
 ➡ 現行法令に則した計画で県が許可権者である。
　  市に計画を白紙に戻す権限はない。

感染症対策を意識した今後の避難所のあり方は
 ➡ 感染症対策に対応した「避難所運営マニュアル」に
　  基づいて運営する。

討
議
の
焦
点

高
尾
地
区
へ
の
堆
肥
化
施
設

建
設
計
画
に
つ
い
て

高
尾
地
区
へ
の
堆
肥
化
施
設
建
設

計
画
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
基
本
理
念
に
そ
ぐ
わ
ず
、
そ
の
価
値
を

著
し
く
低
下
さ
せ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る

が
、
市
の
見
解
は
。

Q
現
行
法
令
に
則
し
た
計
画
で
あ
り
、

下
水
道
汚
泥
の
搬
入
や
搬
入
物
処

理
時
の
排
水
等
、
自
然
環
境
を
脅
か
す
よ
う

な
計
画
内
容
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る

が
、
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
穂
見
神
社
が
存

置
す
る
高
尾
地
区
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
本

市
と
し
て
も
懸
念
を
抱
い
て
お
り
、
関
係
地

域
へ
の
詳
細
な
事
業
説
明
と
環
境
保
全
等
へ

の
万
全
な
配
慮
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

A

５
Ｇ（
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ

ム
）の
安
全
・
安
心
分
野（
防
災
、
防

犯
、
イ
ン
フ
ラ
管
理
、
見
守
り
等
）へ
の
利

活
用
に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

Q
避
難
所
の
備
蓄
品
の
管
理
や
避
難

所
運
営
に
携
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
自
主
防
災
会
に
お
け
る
役
割
と
立
ち
位
置

を
明
確
に
す
る
。
提
案
が
あ
っ
た
報
奨
制
度

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
。

A
総
務
省
で
は
、
２
０
２
４
年
を
目

途
に
、
国
内
で
の
利
活
用
を
計
画

し
て
い
る
。
本
市
も
、
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
制
度
の

活
用
と
併
せ
、
効
果
的
で
実
用
性
の
あ
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
今
後
検
証
を
進

め
て
い
く
。

A

平
岡
、
上
宮
地
、
曲
輪
田
の
３
自

治
会
よ
り
本
市
に
対
し
、
こ
の
計

画
に
同
意
で
き
な
い
旨
の
陳
情
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
が
、
地
元
住
民
の
思
い
を
市
は
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
、
対
応
す
る
考
え
か
。

Q
高
尾
地
区
に
隣
接
す
る
平
岡
、
上

宮
地
、
曲
輪
田
、
中
野
、
上
市
之
瀬
、

下
市
之
瀬
に
つ
い
て
は
、
合
意
形
成
を
要
し

な
い
が
、
地
域
へ
の
説
明
会
の
開
催
と
状
況

に
応
じ
て
環
境
保
全
に
対
す
る
協
定
等
の
締

結
を
求
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
３
自
治
会

か
ら
の
施
設
の
必
要
性
や
、
環
境
問
題
、
道

路
問
題
等
に
対
す
る
懸
念
は
理
解
で
き
る

が
、
現
行
法
令
に
則
し
た
計
画
で
、
県
が
許

可
権
者
で
あ
る
た
め
市
に
計
画
を
白
紙
に
戻

す
権
限
は
な
い
。

A
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
理
念
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
観
点
で
、
こ
の
施
設
の
建
設
の
是
非

に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
は

ど
う
考
え
る
か
。

Q
民
間
の
自
由
な
経
済
活
動
で
あ
り
、

法
律
に
抵
触
し
な
い
限
り
市
が
止
め

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
市
と
し
て
は
、

し
ょ
う
が
な
い
の
か
な
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

A

未来創政の会
櫻田 力 議員
未来創政の会
櫻田 力 議員

防
災
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
災
害
発
生

時
の
避
難
誘
導
と
避
難
所
の
あ
り

Q

指
定
避
難
所
以
外
の
施
設
も
活
用
す

る
こ
と
や
感
染
症
対
策
物
資
の
確
保

を
行
う
。
避
難
所
の
開
設
は
、
感
染
症
対
策

に
対
応
し
た「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」に

基
づ
い
て
行
う
。
今
後
は
、
市
民
を
含
め
た

避
難
所
の
開
設
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
。

A
自
治
会
組
織
内
に「
防
災
担
当
」（
報

奨
制
度
の
検
討
も
含
む
）を
新
設
す

る
こ
と
で
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
立
ち
位
置
を

明
確
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、市
の
見
解
は
。

Q 方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
そ
れ

を
市
民
に
ど
う
周
知
し
訓
練
し
市
民
を
守

る
の
か
。

高尾地区にある穂見神社　神楽殿（左）は市指定文化財
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一 般 質 問

温暖化による
気象災害の対策は

施
し
て
お
り
、５
年
前
の
点
検
に
お
い
て
は
、

将
来
的
に
対
策
の
検
討
が
必
要
と
の
評
価
が

さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
中
に
は
、
軽
微
な
修

繕
と
今
後
の
維
持
管
理
計
画
の
策
定
を
含
め

た
、
調
査
委
託
を
実
施
す
る
と
の
回
答
を
得

て
い
る
。

こ
こ
数
年
、
温
暖
化
に
よ
る
と
思

わ
れ
る
水
害
が
全
国
各
地
で
発
生

し
て
い
る
。
築
１
０
０
年
の
大
堰
堤
も
、
決

壊
等
の
お
そ
れ
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
専
門

家
に
よ
る
調
査
を
し
て
、
も
し
決
壊
し
た
場

合
の
被
害
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
の

か
、
ま
た
、
対
策
は
何
が
必
要
か
も
知
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

Q
芦
安
堰
堤
に
つ
い
て
は
、
県
が
管

理
す
る
一
級
河
川
御
勅
使
川
の
砂

防
施
設
と
な
る
の
で
、
管
理
者
で
あ
る
中
北

建
設
事
務
所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
５
年
に

１
回
程
度
の
間
隔
で
施
設
の
定
期
点
検
を
実

A 芦
安
の
大
堰
堤
の
調
査
に
つ
い
て

新政南アルプス
清水 重仁 議員
新政南アルプス
清水 重仁 議員

新政南アルプス
村松 三千雄 議員
新政南アルプス
村松 三千雄 議員

育成期の
桃せん孔細菌病
防除費用の
支援拡大を

コ
ロ
ナ
時
代
の
観
光
戦
略
を
具
体

化
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

Q
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
配
慮
し
、
東

海
圏
を
中
心
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
当

面
は
、
近
県
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
重
点
を
置

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
３

密
状
態
を
避
け
た
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ジ
ャ
ー
が

注
目
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に

よ
る
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
、
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
観
光
プ
ラ
ン
を
検
討
し

て
い
く
。

A コ
ロ
ナ
禍
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

秋
季
の
せ
ん
孔
細
菌
病
防
除
薬
剤

散
布
費
用
の
継
続
支
援
と
、
さ
ら

に
春
か
ら
夏
の
育
成
期
間
の
防
除
費
用
支
援

を
求
め
る
が
。

Q
桃
の
せ
ん
孔
細
菌
病
の
防
除
対
策
は
、

昨
年
、
秋
季
防
除
費
用
の
一
部
を
支

援
し
た
が
、
思
う
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
ず
、

今
年
度
も
秋
季
防
除
費
用
を
支
援
す
る
予
算

案
を
、今
議
会
に
上
程
し
た
。
来
年
度
以
降
も
、

秋
季
防
除
費
用
の
支
援
と
、
春
か
ら
夏
の
育

成
期
防
除
費
用
も
、
秋
季
防
除
の
効
果
を
確

認
す
る
中
で
、支
援
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。

A せ
ん
孔
細
菌
病
防
除
費
用
の

さ
ら
な
る
支
援
に
つ
い
て

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
を
取

り
入
れ
て
、
農
業
従
事
者
や
土
地

所
有
者
、 

Ｊ
Ａ
や
行
政
な
ど
が
協
力
し
て

解
決
す
る
た
め
の「（
仮
称
）荒
廃
農
地
解
消

検
討
委
員
会
」の
設
置
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Q
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
協

力
す
る
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

は
、
重
要
な
対
策
へ
の
進
め
方
と
し
て
最
も

有
効
で
あ
る
。
議
員
提
案
を
視
野
に
入
れ
る

中
で
、他
の
自
治
体
の
活
動
事
例
も
参
考
に
、

抜
本
的
な
荒
廃
農
地
の
発
生
防
止
や
解
消
に

努
め
て
い
く
。

A 荒
廃
農
地
の
解
消
策
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
代表質問と一般質問の映像をご視聴いただけます。

滝
沢
川
の
浚
渫
に
つ
い
て
は
、
一
級

河
川
滝
沢
川
の
管
理
者
で
あ
る
県
に

お
い
て
、
河
川
状
況
を
現
地
確
認
し
、
必
要

に
応
じ
て
浚
渫
等
を
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、

滝
沢
川
で
は
本
年
度
、
南
湖
橋
下
流
に
お
い

て
浚
渫
を
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

A
今
年
の
７
月
豪
雨
に
よ
る
、
球
磨

川
や
最
上
川
の
氾
濫
を
見
て
も
、

線
状
降
水
帯
に
よ
り
、
想
定
外
の
雨
量
で
氾

濫
し
て
い
る
の
で
、
国
・
県
と
も
早
急
に
協

議
を
し
て
、
滝
沢
川（
特
に
南
湖
地
区
）の
浚

渫
や
、
横
川
の
排
水
ポ
ン
プ
の
増
設
を
す
る

の
か
、
市
と
し
て
の
考
え
は
。

Q 南
湖
地
区
の
洪
水
対
策
に
つ
い
て

▶
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
芦
安
堰
堤

高尾地区への堆肥化施設建設計画の是非は
 ➡ 現行法令に則した計画で県が許可権者である。
　  市に計画を白紙に戻す権限はない。

感染症対策を意識した今後の避難所のあり方は
 ➡ 感染症対策に対応した「避難所運営マニュアル」に
　  基づいて運営する。

討
議
の
焦
点

高
尾
地
区
へ
の
堆
肥
化
施
設

建
設
計
画
に
つ
い
て

高
尾
地
区
へ
の
堆
肥
化
施
設
建
設

計
画
は
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

の
基
本
理
念
に
そ
ぐ
わ
ず
、
そ
の
価
値
を

著
し
く
低
下
さ
せ
る
も
の
と
捉
え
て
い
る

が
、
市
の
見
解
は
。

Q
現
行
法
令
に
則
し
た
計
画
で
あ
り
、

下
水
道
汚
泥
の
搬
入
や
搬
入
物
処

理
時
の
排
水
等
、
自
然
環
境
を
脅
か
す
よ
う

な
計
画
内
容
で
は
な
い
と
承
知
し
て
い
る

が
、
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
穂
見
神
社
が
存

置
す
る
高
尾
地
区
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
本

市
と
し
て
も
懸
念
を
抱
い
て
お
り
、
関
係
地

域
へ
の
詳
細
な
事
業
説
明
と
環
境
保
全
等
へ

の
万
全
な
配
慮
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

A

５
Ｇ（
第
５
世
代
移
動
通
信
シ
ス
テ

ム
）の
安
全
・
安
心
分
野（
防
災
、
防

犯
、
イ
ン
フ
ラ
管
理
、
見
守
り
等
）へ
の
利

活
用
に
つ
い
て
の
市
の
見
解
は
。

Q
避
難
所
の
備
蓄
品
の
管
理
や
避
難

所
運
営
に
携
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
自
主
防
災
会
に
お
け
る
役
割
と
立
ち
位
置

を
明
確
に
す
る
。
提
案
が
あ
っ
た
報
奨
制
度

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
。

A
総
務
省
で
は
、
２
０
２
４
年
を
目

途
に
、
国
内
で
の
利
活
用
を
計
画

し
て
い
る
。
本
市
も
、
地
域
Ｂ
Ｗ
Ａ
制
度
の

活
用
と
併
せ
、
効
果
的
で
実
用
性
の
あ
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
、
今
後
検
証
を
進

め
て
い
く
。

A

平
岡
、
上
宮
地
、
曲
輪
田
の
３
自

治
会
よ
り
本
市
に
対
し
、
こ
の
計

画
に
同
意
で
き
な
い
旨
の
陳
情
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
が
、
地
元
住
民
の
思
い
を
市
は
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
、
対
応
す
る
考
え
か
。

Q
高
尾
地
区
に
隣
接
す
る
平
岡
、
上

宮
地
、
曲
輪
田
、
中
野
、
上
市
之
瀬
、

下
市
之
瀬
に
つ
い
て
は
、
合
意
形
成
を
要
し

な
い
が
、
地
域
へ
の
説
明
会
の
開
催
と
状
況

に
応
じ
て
環
境
保
全
に
対
す
る
協
定
等
の
締

結
を
求
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
３
自
治
会

か
ら
の
施
設
の
必
要
性
や
、
環
境
問
題
、
道

路
問
題
等
に
対
す
る
懸
念
は
理
解
で
き
る

が
、
現
行
法
令
に
則
し
た
計
画
で
、
県
が
許

可
権
者
で
あ
る
た
め
市
に
計
画
を
白
紙
に
戻

す
権
限
は
な
い
。

A
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
理
念
に
沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
観
点
で
、
こ
の
施
設
の
建
設
の
是
非

に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
は

ど
う
考
え
る
か
。

Q
民
間
の
自
由
な
経
済
活
動
で
あ
り
、

法
律
に
抵
触
し
な
い
限
り
市
が
止
め

る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
市
と
し
て
は
、

し
ょ
う
が
な
い
の
か
な
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

A

未来創政の会
櫻田 力 議員
未来創政の会
櫻田 力 議員

防
災
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
大
災
害
発
生

時
の
避
難
誘
導
と
避
難
所
の
あ
り

Q

指
定
避
難
所
以
外
の
施
設
も
活
用
す

る
こ
と
や
感
染
症
対
策
物
資
の
確
保

を
行
う
。
避
難
所
の
開
設
は
、
感
染
症
対
策

に
対
応
し
た「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」に

基
づ
い
て
行
う
。
今
後
は
、
市
民
を
含
め
た

避
難
所
の
開
設
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
。

A
自
治
会
組
織
内
に「
防
災
担
当
」（
報

奨
制
度
の
検
討
も
含
む
）を
新
設
す

る
こ
と
で
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
立
ち
位
置
を

明
確
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、市
の
見
解
は
。

Q 方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
そ
れ

を
市
民
に
ど
う
周
知
し
訓
練
し
市
民
を
守

る
の
か
。

高尾地区にある穂見神社　神楽殿（左）は市指定文化財
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一 般 質 問

新政南アルプス
三木 充 議員
新政南アルプス
三木 充 議員

鏡中条橋の
架け替えに向けた
取り組み状況は

生活困窮者への
支援が
十分届いていない

鏡
中
条
橋
は
、
隣
の
中
央
市
や
昭

和
町
の
物
流
・
流
通
の
拠
点
と
直

接
結
ぶ
重
要
な
箇
所
に
位
置
し
て
い
る
、
か

け
が
え
の
な
い
存
在
だ
と
考
え
る
が
、
本
市

と
し
て
の
認
識
は
。

Q
鏡
中
条
橋
は
、
本
市
の
中
央
に
位

置
し
、
県
や
本
市
に
お
け
る
都
市

形
成
に
重
要
な
意
味
を
成
す
も
の
と
考
え
て

い
る
。
有
効
幅
員
は
、
４
メ
ー
ト
ル
と
狭
小

で
、
老
朽
化
が
著
し
い
状
況
で
あ
る
。
課
題

を
解
消
し
、
安
全
で
現
状
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
橋
梁
と
し
て
、
改
め
て
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い
る
。

A
生
活
困
窮
者
へ
の
経
済
支
援
が
不

十
分
で
あ
り
、
支
援
が
必
要
だ
が
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
ま
だ

ま
だ
終
息
し
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、

地
域
経
済
回
復
の
た
め
の
消
費
喚
起
策
と
し
て

年
末
か
年
度
末
ま
で
に
、
も
う
一
度
市
民
に
商

品
券
を
配
布
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

Q

公明党
小池 伸吾 議員

公明党
小池 伸吾 議員

長期休校の
影響による
児童生徒の変化に
対する対応は

インフルエンザ
予防接種の
補助拡大を

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
や
休
校
に
よ
り

ネ
ッ
ト
利
用
が
増
え
、
ネ
ッ
ト
依

存
に
陥
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
可
能
性
が
懸
念

さ
れ
る
。
小
中
学
校
で
の
対
策
は
。

Q
１
学
期
の
個
別
懇
談
で
は
、
学
校

の
臨
時
休
業
の
間
、
ネ
ッ
ト
ゲ
ー

ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
児
童
生
徒
を
心
配

す
る
相
談
が
保
護
者
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
依
存
に
対
し
て
は
、
家
庭
と
協
力
し

て
利
用
を
制
限
す
る
、
あ
る
い
は
利
用
条
件

を
設
け
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
遅

刻
や
休
み
が
多
く
な
る
な
ど
、
依
存
の
サ
イ

A
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ

の
同
時
流
行
が
心
配
さ
れ
る
中
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
の
補
助
対
象

を
、
現
行
に
加
え
、
医
療
、
介
護
施
設
従
事

者
や
、
保
育
士
等
の
子
育
て
関
係
の
職
種
、

子
ど
も
た
ち
へ
拡
充
を
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
市
の
所
見
は
。

Q

近
年
の
夏
場
の
気
温
上
昇
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
マ
ス
ク
着
用
に
よ

り
、
熱
中
症
へ
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
体
育
館
で
の
活
動
や
災
害
時

の
避
難
所
と
し
て
の
利
便
性
向
上
を
考
え
、

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
前
段
階
と
し
て
、
冷
風
機
や
扇
風
機

の
設
置
が
急
務
で
あ
る
が
、
市
の
所
見
は
。

Q

感
染
防
止
と
医
療
機
関
の
混
乱
を

防
ぐ
た
め
、
中
巨
摩
医
師
会
と
協

議
し
、
今
回
、
現
行
の
高
齢
者
に
加
え
、
重

症
化
す
る
リ
ス
ク
の
高
い
妊
婦
や
乳
幼
児
、

ま
た
集
団
感
染
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る

A

小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
は
、
財
政
的
な
負
担

が
大
き
く
、
早
急
な
対
応
は
厳
し
い
と
考
え

A 18
歳
以
下
の
児
童
生
徒
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て
、
助
成
の
た
め
の
補
正

予
算
を
上
程
し
た
。

て
い
る
。
小
中
学
校
の
授
業
や
部
活
な
ど
で

使
用
す
る
際
、
大
型
扇
風
機
を
体
育
館
に
設

置
し
て
い
る
が
、
体
育
館
は
災
害
時
に
お
い

て
避
難
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
た
め
、
今

後
は
、
防
災
担
当
と
も
連
携
を
し
、
全
て
の

施
設
や
利
用

の
状
況
に
応

じ
た
扇
風
機

等
の
設
置
を

早
急
に
検
討

し
て
い
く
。

ナ
対
策
に
お
け
る
、テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
新
た
な
働
き
方
が
さ
ら
に
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら

空
き
家
に
加
え
、
空
き
店
舗
、
空
き
工
場
な

ど
も
対
象
に
加
え
、
移
住
や
定
住
だ
け
で
な

く
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

へ
の
活
用
に

つ
い
て
も
調

査
を
始
め
た
。

空
き
家
等
を

効
果
的
に
利

活
用
で
き
る

よ
う
前
向
き

に
取
り
組
ん

で
い
く
。

ン
が
み
ら
れ
た
時
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
医

療
機
関
と
も
連
携
し
て
、
早
期
に
対
応
し
て

い
る
。

期
的
な
ス
パ
ン
の
中

で
、
経
済
対
策
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

市
も
同
じ
認
識
で
あ
り
、
で
き
る

限
り
早
く
開
通
さ
せ
て
い
き
た
い
。

A
コ
ー
セ
ー
工
場
稼
働
ま
で
に
、
御

勅
使
南
公
園
前
の
八
田
14
号
線
の

有
野
ま
で
の
延
長
が
必
要
だ
が
。

Q

道幅が狭く老朽化が
著しい鏡中条橋

鏡
中
条
橋
に
つ
い
て

県
へ
の
管
理
移
管
も
含
め
、
県
事

業
と
し
て
の
支
援
策
を
継
続
し
て

A
本
市
と
盆
地
中
央
部
を
結
ぶ
東
西

ル
ー
ト
の
確
保
は
、
本
市
発
展
の

生
命
線
と
も
い
え
る
。
将
来
的
に
、
こ
の
鏡

中
条
橋
の
架
け
替
え
に
向
け
て
の
取
り
組
み

を
、
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

Q

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

経
済
支
援
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
と

支
援
策
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
対
策
に

つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
は
、「
Ｉ
Ｔ
の
浸
透
が
、
人
々

の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方
向
に

変
化
さ
せ
る
」と
い
う
概
念
で
あ
る
が
、
コ
ロ

A
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
移
住
や
企
業

誘
致
を
促
進
で
き
る
と
考
え
る
。
市
で
は
、

空
き
家
を
利
活
用
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
や
住
宅
の
整
備
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

Q 「
新
し
い
生
活
様
式
」に
向
け
た

諸
施
策
の
具
体
化
に
つ
い
て

本
当
に
困
窮
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、対
策
を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

A

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影

響
で
工
場
建
設
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
変
更
や
遅
延
が
生
じ
て
い
な
い
か
。

Q 株
式
会
社
コ
ー
セ
ー
進
出
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
の
新
し

い
経
営
環
境
に
対
応
で
き
る
工
場
・
設

備
を
整
備
す
る
必
要
か
ら
稼
働
は
当
初
よ
り
１

年
遅
れ
る
が
、
生
産
体
制
等
に
は
変
更
が
な
い
。

A

今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

長
期
的
な
情
勢
を
見
据
え
、
中
長

A

求
め
て
お
り
、
本
年
２
月
に
は
、
県
の
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
に
位
置
付
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
長
崎
山
梨
県
知
事
に
要
望
し
て
い

る
。
ま
た
、
本
年
８
月
に
は
、
市
選
出
の
県

議
会
議
員
を
含
む
、
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

を
促
進
す
る
県
議
会
議
員
の
方
々
に
、
現
地

を
視
察
し
て
い
た
だ
き
、（
仮
称
）新
鏡
中
条

橋
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
詳
細
に
説
明
を
し

た
。
１
日
も
早
い
橋
梁
の
整
備
に
向
け
て
、

引
き
続
き
粘
り
強
く
、
国
お
よ
び
県
に
支
援

策
を
求
め
て
い
く
。

質問の主題質問の主題質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

●
そ
の
他
の
質
問

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
小
中
学
校
の
授
業
カ

　リ
キ
ュ
ラ
ム
の
習
得
に
つ
い
て

新政南アルプス
有野 一成 議員
新政南アルプス
有野 一成 議員

野
良
猫
等
を
減
ら
す
た
め
、
近
隣

市
町
と
同
じ
よ
う
に
飼
い
主
等
の

去
勢
・
避
妊
手
術
費
用
へ
の
助
成
制
度
が
必

要
と
考
え
る
が
。

Q
当
面
市
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
協
力
し
て「
財
団
法
人
ど
う
ぶ
つ

基
金
」に
よ
る
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。

A 猫
・
犬
対
策
に
つ
い
て

日本共産党南アルプス市議団
松野 昇平 議員

日本共産党南アルプス市議団
松野 昇平 議員

●
そ
の
他
の
質
問

・
学
校
水
道
の
蛇
口
を
コ
ロ
ナ
仕
様
に
変
更
を

・
大
学
生
や
専
門
学
生
な
ど
の
学
生
支
援
を 学校の体育館に

設置してある大型扇風機
働きながら休暇をとる

ワ̶ケーションのイメージ写真
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一 般 質 問

新政南アルプス
三木 充 議員
新政南アルプス
三木 充 議員

鏡中条橋の
架け替えに向けた
取り組み状況は

生活困窮者への
支援が
十分届いていない

鏡
中
条
橋
は
、
隣
の
中
央
市
や
昭

和
町
の
物
流
・
流
通
の
拠
点
と
直

接
結
ぶ
重
要
な
箇
所
に
位
置
し
て
い
る
、
か

け
が
え
の
な
い
存
在
だ
と
考
え
る
が
、
本
市

と
し
て
の
認
識
は
。

Q
鏡
中
条
橋
は
、
本
市
の
中
央
に
位

置
し
、
県
や
本
市
に
お
け
る
都
市

形
成
に
重
要
な
意
味
を
成
す
も
の
と
考
え
て

い
る
。
有
効
幅
員
は
、
４
メ
ー
ト
ル
と
狭
小

で
、
老
朽
化
が
著
し
い
状
況
で
あ
る
。
課
題

を
解
消
し
、
安
全
で
現
状
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
橋
梁
と
し
て
、
改
め
て
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い
る
。

A
生
活
困
窮
者
へ
の
経
済
支
援
が
不

十
分
で
あ
り
、
支
援
が
必
要
だ
が
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
ま
だ

ま
だ
終
息
し
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、

地
域
経
済
回
復
の
た
め
の
消
費
喚
起
策
と
し
て

年
末
か
年
度
末
ま
で
に
、
も
う
一
度
市
民
に
商

品
券
を
配
布
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

Q

公明党
小池 伸吾 議員

公明党
小池 伸吾 議員

長期休校の
影響による
児童生徒の変化に
対する対応は

インフルエンザ
予防接種の
補助拡大を

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
や
休
校
に
よ
り

ネ
ッ
ト
利
用
が
増
え
、
ネ
ッ
ト
依

存
に
陥
る
ケ
ー
ス
が
増
え
る
可
能
性
が
懸
念

さ
れ
る
。
小
中
学
校
で
の
対
策
は
。

Q
１
学
期
の
個
別
懇
談
で
は
、
学
校

の
臨
時
休
業
の
間
、
ネ
ッ
ト
ゲ
ー

ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
児
童
生
徒
を
心
配

す
る
相
談
が
保
護
者
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
依
存
に
対
し
て
は
、
家
庭
と
協
力
し

て
利
用
を
制
限
す
る
、
あ
る
い
は
利
用
条
件

を
設
け
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
い
る
。
遅

刻
や
休
み
が
多
く
な
る
な
ど
、
依
存
の
サ
イ

A
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ

の
同
時
流
行
が
心
配
さ
れ
る
中
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
へ
の
補
助
対
象

を
、
現
行
に
加
え
、
医
療
、
介
護
施
設
従
事

者
や
、
保
育
士
等
の
子
育
て
関
係
の
職
種
、

子
ど
も
た
ち
へ
拡
充
を
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
市
の
所
見
は
。

Q

近
年
の
夏
場
の
気
温
上
昇
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
マ
ス
ク
着
用
に
よ

り
、
熱
中
症
へ
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
体
育
館
で
の
活
動
や
災
害
時

の
避
難
所
と
し
て
の
利
便
性
向
上
を
考
え
、

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
前
段
階
と
し
て
、
冷
風
機
や
扇
風
機

の
設
置
が
急
務
で
あ
る
が
、
市
の
所
見
は
。

Q

感
染
防
止
と
医
療
機
関
の
混
乱
を

防
ぐ
た
め
、
中
巨
摩
医
師
会
と
協

議
し
、
今
回
、
現
行
の
高
齢
者
に
加
え
、
重

症
化
す
る
リ
ス
ク
の
高
い
妊
婦
や
乳
幼
児
、

ま
た
集
団
感
染
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る

A

小
中
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
は
、
財
政
的
な
負
担

が
大
き
く
、
早
急
な
対
応
は
厳
し
い
と
考
え

A 18
歳
以
下
の
児
童
生
徒
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
つ
い
て
、
助
成
の
た
め
の
補
正

予
算
を
上
程
し
た
。

て
い
る
。
小
中
学
校
の
授
業
や
部
活
な
ど
で

使
用
す
る
際
、
大
型
扇
風
機
を
体
育
館
に
設

置
し
て
い
る
が
、
体
育
館
は
災
害
時
に
お
い

て
避
難
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
た
め
、
今

後
は
、
防
災
担
当
と
も
連
携
を
し
、
全
て
の

施
設
や
利
用

の
状
況
に
応

じ
た
扇
風
機

等
の
設
置
を

早
急
に
検
討

し
て
い
く
。

ナ
対
策
に
お
け
る
、テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
新
た
な
働
き
方
が
さ
ら
に
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら

空
き
家
に
加
え
、
空
き
店
舗
、
空
き
工
場
な

ど
も
対
象
に
加
え
、
移
住
や
定
住
だ
け
で
な

く
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

へ
の
活
用
に

つ
い
て
も
調

査
を
始
め
た
。

空
き
家
等
を

効
果
的
に
利

活
用
で
き
る

よ
う
前
向
き

に
取
り
組
ん

で
い
く
。

ン
が
み
ら
れ
た
時
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
医

療
機
関
と
も
連
携
し
て
、
早
期
に
対
応
し
て

い
る
。

期
的
な
ス
パ
ン
の
中

で
、
経
済
対
策
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

市
も
同
じ
認
識
で
あ
り
、
で
き
る

限
り
早
く
開
通
さ
せ
て
い
き
た
い
。

A
コ
ー
セ
ー
工
場
稼
働
ま
で
に
、
御

勅
使
南
公
園
前
の
八
田
14
号
線
の

有
野
ま
で
の
延
長
が
必
要
だ
が
。

Q

道幅が狭く老朽化が
著しい鏡中条橋

鏡
中
条
橋
に
つ
い
て

県
へ
の
管
理
移
管
も
含
め
、
県
事

業
と
し
て
の
支
援
策
を
継
続
し
て

A
本
市
と
盆
地
中
央
部
を
結
ぶ
東
西

ル
ー
ト
の
確
保
は
、
本
市
発
展
の

生
命
線
と
も
い
え
る
。
将
来
的
に
、
こ
の
鏡

中
条
橋
の
架
け
替
え
に
向
け
て
の
取
り
組
み

を
、
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
考
え
は
。

Q

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

経
済
支
援
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
と

支
援
策
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
対
策
に

つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
は
、「
Ｉ
Ｔ
の
浸
透
が
、
人
々

の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方
向
に

変
化
さ
せ
る
」と
い
う
概
念
で
あ
る
が
、
コ
ロ

A
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
移
住
や
企
業

誘
致
を
促
進
で
き
る
と
考
え
る
。
市
で
は
、

空
き
家
を
利
活
用
し
た
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
や
住
宅
の
整
備
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

Q 「
新
し
い
生
活
様
式
」に
向
け
た

諸
施
策
の
具
体
化
に
つ
い
て

本
当
に
困
窮
し
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、対
策
を
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

A

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影

響
で
工
場
建
設
等
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
変
更
や
遅
延
が
生
じ
て
い
な
い
か
。

Q 株
式
会
社
コ
ー
セ
ー
進
出
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
で
の
新
し

い
経
営
環
境
に
対
応
で
き
る
工
場
・
設

備
を
整
備
す
る
必
要
か
ら
稼
働
は
当
初
よ
り
１

年
遅
れ
る
が
、
生
産
体
制
等
に
は
変
更
が
な
い
。

A

今
後
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

長
期
的
な
情
勢
を
見
据
え
、
中
長

A

求
め
て
お
り
、
本
年
２
月
に
は
、
県
の
国
土

強
靭
化
地
域
計
画
に
位
置
付
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
長
崎
山
梨
県
知
事
に
要
望
し
て
い

る
。
ま
た
、
本
年
８
月
に
は
、
市
選
出
の
県

議
会
議
員
を
含
む
、
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

を
促
進
す
る
県
議
会
議
員
の
方
々
に
、
現
地

を
視
察
し
て
い
た
だ
き
、（
仮
称
）新
鏡
中
条

橋
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
詳
細
に
説
明
を
し

た
。
１
日
も
早
い
橋
梁
の
整
備
に
向
け
て
、

引
き
続
き
粘
り
強
く
、
国
お
よ
び
県
に
支
援

策
を
求
め
て
い
く
。

質問の主題質問の主題質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

●
そ
の
他
の
質
問

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
小
中
学
校
の
授
業
カ

　リ
キ
ュ
ラ
ム
の
習
得
に
つ
い
て

新政南アルプス
有野 一成 議員
新政南アルプス
有野 一成 議員

野
良
猫
等
を
減
ら
す
た
め
、
近
隣

市
町
と
同
じ
よ
う
に
飼
い
主
等
の

去
勢
・
避
妊
手
術
費
用
へ
の
助
成
制
度
が
必

要
と
考
え
る
が
。

Q
当
面
市
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

と
協
力
し
て「
財
団
法
人
ど
う
ぶ
つ

基
金
」に
よ
る
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
き
た
い
。

A 猫
・
犬
対
策
に
つ
い
て

日本共産党南アルプス市議団
松野 昇平 議員

日本共産党南アルプス市議団
松野 昇平 議員

●
そ
の
他
の
質
問

・
学
校
水
道
の
蛇
口
を
コ
ロ
ナ
仕
様
に
変
更
を

・
大
学
生
や
専
門
学
生
な
ど
の
学
生
支
援
を 学校の体育館に

設置してある大型扇風機
働きながら休暇をとる

ワ̶ケーションのイメージ写真

*

* TNR活動：Trap（捕獲する）、  Neuter（不妊手術）、  Return（猫を元の場所に戻す） 南アルプス市議会だより No.70  ｜  1415  ｜  南アルプス市議会だより No.70



一 般 質 問

新生かがやき
小林 敏徳 議員
新生かがやき
小林 敏徳 議員

完熟農園
営業停止から４年、
何をする考えか

コロナ禍における
学校教育と
芦安小中学校の
今後は

平
成
28
年
１
月
25
日
に
突
然
営
業

停
止
を
し
て
か
ら
４
年
が
経
つ
が
、

完
熟
農
園
を
停
止
し
て
、
市
長
は
次
に
何
を

し
よ
う
と
考
え
た
の
か
。

Q
事
業
用
地
の
方
針
は
、「
市
が
土
地

を
賃
借
し
、
基
盤
整
備
を
実
施
し

た
上
で
、
参
入
事
業
者
に
賃
貸
し
、
将
来
的

に
は
土
地
を
取
得
す
る
。」こ
と
と
し
、
地
権

者
か
ら
の
事
前
同
意
を
進
め
て
き
た
。現
在
、

募
集
期
間
等
を
除
い
た「
募
集
案
内
」を
今
年

６
月
よ
り
事
前
公
表
し
て
お
り
、
今
後
、
社

会
情
勢
を
踏
ま
え
た
上
で
企
業
の
募
集
を
開

始
す
る
予
定
。
経
営
基
盤
の
強
い
民
間
企
業

A
小
中
学
校
の
今
期
の
授
業
時
間
数

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
約
45
日

間
の
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。
各
学
校
で
は
夏

休
み
の
短
縮
な
ど
で
補
っ
て
い
る
が
、
授
業

内
容
と
し
て
は
実
際
に
ど
の
程
度
の
遅
れ
が

生
じ
て
い
る
の
か
。

Q
臨
時
休
校
中
、
他
県
や
他
市
町
村
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
が
行
わ

Q

躍進会
北村 千代子 議員

躍進会
北村 千代子 議員

人間ドックの
補助対象を
75歳以上にも
拡大を

シャインマスカットの
雨よけ栽培拡大で
生産安定を

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
へ
の
補
助
対

象
年
齢
の
拡
大
に
つ
い
て
、
75
歳

以
上
の
者
に
も
引
き
続
き
人
間
ド
ッ
ク
の
補

助
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

Q
本
市
で
は
人
間
ド
ッ
ク
の
あ
り
方

に
関
し
て
平
成
30
年
度
か
ら
現
行

の
体
制
に
整
備
し
た
。
現
在
、
対
象
年
齢
を

74
歳
以
下
と
し
て
い
る
理
由
は
70
歳
以
上
は

巡
回
健
診
が
無
料
、
ま
た
75
歳
以
上
の
方
の

７
割
以
上
の
者
が
か
か
り
つ
け
医
を
受
診

し
、
相
談
し
て
い
る
。
今
後
、
補
助
対
象
年

齢
の
拡
大
に
つ
い
て
受
け
入
れ
医
療
機
関
の

状
況
も
踏
ま
え
、継
続
し
て
検
討
し
て
い
く
。

A
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
返
礼
品
は

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
中
心
で

桃
等
の
品
目
の
拡
大
対
策
は
。

Q

ふ
る
さ
と
納
税
拡
大
策
と
し
て
登
録

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
以
外
の
宣
伝
方
法

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

Q

昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
は

過
去
最
も
高
い
12
億
９
２
１
４
万
８

千
円
と
な
っ
た
。
返
礼
品
の
内
訳
は
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
全
体
の
70
％
以
上
を
占
め

て
い
る
。
一
方
で
、
桃
等
に
つ
い
て
、
返
礼

品
と
し
て
伸
び
な
い
要
因
と
し
て
は
、
配
送

過
程
に
お
い
て
、
皮
や
実
が
変
質
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
、
硬
度
に
つ
い
て
も
好
み
が
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

A

現
在
、
本
市
に
お
い
て
は
、「
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
」、
他
３
種
類
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
導
入
し
て
い
る
。
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
以
外
で
の
宣
伝
方
法
と
し
て

は
、
本
市
観
光
協
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
チ
ラ

シ
配
布
や
都
営
地
下
鉄
の
車
内
広
告
、雑
誌
、

新
聞
へ
の
広
告
掲
載
に
加
え
、
寄
付
者
へ
の

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
送
付
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

A れ
て
い
た
が
、
本
市
で
も
行
わ
れ
た
の
か
。

本
市
で
は
、
同
時
に
双
方
向
で
や

り
取
り
す
る
授
業
は
、
で
き
な
か
っ

た
が
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
に
よ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
動
画
の
配
信
や
、
国
や
県
が
作
成
し

た
授
業
動
画
や
保
護
者
向
け
の
メ
ー
ル
な
ど

を
発
信
し
た
。

A
両
地
区
と
も
、
目
指
す
児
童
生
徒

像
を
一
本
化
し
て
、
教
育
課
程
を

系
統
立
て
た
も
の
に
作
り
替
え
、
こ
れ
に

沿
っ
て
教
育
活
動
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

A
気
軽
に
参
加
で
き
る「
集
い
の
場
」は

高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く

り
に
重
要
な
場

と
位
置
づ
け
て

い
る
。
本
市
と

し
て
高
齢
者
が

よ
り
身
近
に
、

気
軽
に
参
加
で

き
る
住
民
主
体

型
の
集
い
の
場

A
本
市
に
お
い
て
昨
年
度
よ
り
、八
田
・

芦
安
地
区
の
小
中
一
貫
教
育
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
進
捗
状
況
は
。

Q

旧
完
熟
農
園
に
つ
い
て

南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
け
る

学
校
教
育
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て

高
齢
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

地
域
支
え
あ
い
協
議
体
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら「
集
い
の
場

が
欲
し
い
」が
地
域
の
１
番
の
要
望
で
あ
る
。

今
後
市
で
は
ど
の
よ
う
に
広
め
、
ま
た
位
置

づ
け
て
い
く
の
か
。

Q

高
齢
者
１
人
ひ
と
り
の
健
診
結
果
、

医
療
受
診
状
況
等
か
ら
個
別
に
必

要
な
保
健
指
導
や
医
療
へ
の
受
診
勧
奨
、
介

護
予
防
事
業
へ
の
参
加
を
促
す
事
業
で
あ

る
。
本
市
で
は
関
連
す
る
国
保
年
金
課
、
介

護
福
祉
課
、
健
康
増
進
課
の
３
課
で
令
和
４

年
度
開
始
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
る
。

A
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
な
実
施
」事
業
に
つ
い
て
、

国
で
は
令
和
５
年
度
ま
で
に
全
国
で
取
り
組

む
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
の
概
要

と
本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

Q

各
学
校
で
は
、
行
事
の
削
減
や
簡

素
化
、
学
習
内
容
を
統
合
す
る
な

ど
の
教
育
課
程
の
組
み
換
え
や
５
校
時
の
日

を
６
校
時
に
す
る
な
ど
、
現
在
ま
で
に
７
割

か
ら
８
割
を
取
り
戻
し
て
い
る
。

A

新
産
業
拠
点
が
操
業
開
始
す
る
ま

で
に
、
概
ね
ど
の
く
ら
い
の
金
額

が
必
要
に
な
る
の
か
。

Q

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点

整
備
事
業
に
つ
い
て

本
事
業
の
企
業
誘
致
支
援
条
例
に

基
づ
く
支
出
と
し
て
、
５
億
円
を

限
度
額
と
し
た
基
盤
整
備
費
を
予
定
。
そ
の

他
、
参
入
企
業
の
事
業
規
模
に
応
じ
た
産
業

立
地
奨
励
金
等
の
企
業
支
援
や
文
化
財
保
護

等
に
係
る
支
出
を
予
定
し
て
い
る
。

　
本
事
業
で
は
、
初
期
投
資
を
含
め
て
、
実

質
的
な
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
に
事
業
終
了

ま
で
に
収
支
を
図
る
方
針
で
あ
る
。

A
生
産
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、

雨
よ
け
施
設
の
導
入
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

Q
県
果
樹
試
験
所
に
よ
る「
ブ
ド
ウ
に

お
け
る
簡
易
雨
よ
け
設
置
」の
研
究
に

よ
る
と
、良
好
な
成
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い

て
も
、
補
助

事
業
と
し
て

実
施
で
き
る

よ
う
対
応
し

て
い
く
。

A

を
誘
致
し
、
集
客
と
交
流
の
機
能
を
持
つ
新

産
業
拠
点
を
創
出
し
、
本
市
の
さ
ら
な
る
活

性
化
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

質問の主題質問の主題質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

●
そ
の
他
の
質
問

・
小
笠
原
商
店
街
の
発
展
に
つ
い
て

躍進会
戸栗 淳 議員
躍進会

戸栗 淳 議員
躍進会

花輪 幸長 議員
躍進会

花輪 幸長 議員

芦
安
の
小
中
学
校
は
、
英
語
特
区

の
指
定
が
な
く
な
り
、
特
色
が
薄

れ
て
き
て
い
る
が
、
将
来
の
存
続
を
見
据
え

た
対
応
は
。

Q
英
語
特
区
の
指
定
が
な
く
な
っ
た

が
、
朝
の
英
語
ゲ
ー
ム
な
ど
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
。
芦
安
小
中
学
校
の
強
み

は
、
小
規
模
で

あ
る
こ
と
で
あ

る
。
１
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
教
育
を

進
め
て
お
り
、

学
力
の
向
上
に

も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

A

芦安小中学校が合同で行う
イングリッシュゲームのようす

完熟農園跡地

シャインマスカットの雨よけ施設

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の

生
産
基
盤
強
化
に
つ
い
て

支えあい協議体の打ち合わせのようす

や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
委
託
す
る
集
い
の

場
の
拡
充
を
目
指
し
て
い
く
。

南アルプス市議会だより No.70  ｜  1617  ｜  南アルプス市議会だより No.70



一 般 質 問

新生かがやき
小林 敏徳 議員
新生かがやき
小林 敏徳 議員

完熟農園
営業停止から４年、
何をする考えか

コロナ禍における
学校教育と
芦安小中学校の
今後は

平
成
28
年
１
月
25
日
に
突
然
営
業

停
止
を
し
て
か
ら
４
年
が
経
つ
が
、

完
熟
農
園
を
停
止
し
て
、
市
長
は
次
に
何
を

し
よ
う
と
考
え
た
の
か
。

Q
事
業
用
地
の
方
針
は
、「
市
が
土
地

を
賃
借
し
、
基
盤
整
備
を
実
施
し

た
上
で
、
参
入
事
業
者
に
賃
貸
し
、
将
来
的

に
は
土
地
を
取
得
す
る
。」こ
と
と
し
、
地
権

者
か
ら
の
事
前
同
意
を
進
め
て
き
た
。現
在
、

募
集
期
間
等
を
除
い
た「
募
集
案
内
」を
今
年

６
月
よ
り
事
前
公
表
し
て
お
り
、
今
後
、
社

会
情
勢
を
踏
ま
え
た
上
で
企
業
の
募
集
を
開

始
す
る
予
定
。
経
営
基
盤
の
強
い
民
間
企
業

A
小
中
学
校
の
今
期
の
授
業
時
間
数

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
約
45
日

間
の
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
。
各
学
校
で
は
夏

休
み
の
短
縮
な
ど
で
補
っ
て
い
る
が
、
授
業

内
容
と
し
て
は
実
際
に
ど
の
程
度
の
遅
れ
が

生
じ
て
い
る
の
か
。

Q
臨
時
休
校
中
、
他
県
や
他
市
町
村
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
が
行
わ

Q

躍進会
北村 千代子 議員

躍進会
北村 千代子 議員

人間ドックの
補助対象を
75歳以上にも
拡大を

シャインマスカットの
雨よけ栽培拡大で
生産安定を

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
へ
の
補
助
対

象
年
齢
の
拡
大
に
つ
い
て
、
75
歳

以
上
の
者
に
も
引
き
続
き
人
間
ド
ッ
ク
の
補

助
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

Q
本
市
で
は
人
間
ド
ッ
ク
の
あ
り
方

に
関
し
て
平
成
30
年
度
か
ら
現
行

の
体
制
に
整
備
し
た
。
現
在
、
対
象
年
齢
を

74
歳
以
下
と
し
て
い
る
理
由
は
70
歳
以
上
は

巡
回
健
診
が
無
料
、
ま
た
75
歳
以
上
の
方
の

７
割
以
上
の
者
が
か
か
り
つ
け
医
を
受
診

し
、
相
談
し
て
い
る
。
今
後
、
補
助
対
象
年

齢
の
拡
大
に
つ
い
て
受
け
入
れ
医
療
機
関
の

状
況
も
踏
ま
え
、継
続
し
て
検
討
し
て
い
く
。

A
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
返
礼
品
は

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
中
心
で

桃
等
の
品
目
の
拡
大
対
策
は
。

Q

ふ
る
さ
と
納
税
拡
大
策
と
し
て
登
録

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
以
外
の
宣
伝
方
法

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

Q

昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
額
は

過
去
最
も
高
い
12
億
９
２
１
４
万
８

千
円
と
な
っ
た
。
返
礼
品
の
内
訳
は
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
が
全
体
の
70
％
以
上
を
占
め

て
い
る
。
一
方
で
、
桃
等
に
つ
い
て
、
返
礼

品
と
し
て
伸
び
な
い
要
因
と
し
て
は
、
配
送

過
程
に
お
い
て
、
皮
や
実
が
変
質
す
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
、
硬
度
に
つ
い
て
も
好
み
が
あ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

A

現
在
、
本
市
に
お
い
て
は
、「
ふ
る

さ
と
チ
ョ
イ
ス
」、
他
３
種
類
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
導
入
し
て
い
る
。
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
以
外
で
の
宣
伝
方
法
と
し
て

は
、
本
市
観
光
協
会
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
チ
ラ

シ
配
布
や
都
営
地
下
鉄
の
車
内
広
告
、雑
誌
、

新
聞
へ
の
広
告
掲
載
に
加
え
、
寄
付
者
へ
の

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
送
付
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

A れ
て
い
た
が
、
本
市
で
も
行
わ
れ
た
の
か
。

本
市
で
は
、
同
時
に
双
方
向
で
や

り
取
り
す
る
授
業
は
、
で
き
な
か
っ

た
が
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
に
よ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
動
画
の
配
信
や
、
国
や
県
が
作
成
し

た
授
業
動
画
や
保
護
者
向
け
の
メ
ー
ル
な
ど

を
発
信
し
た
。

A
両
地
区
と
も
、
目
指
す
児
童
生
徒

像
を
一
本
化
し
て
、
教
育
課
程
を

系
統
立
て
た
も
の
に
作
り
替
え
、
こ
れ
に

沿
っ
て
教
育
活
動
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

A
気
軽
に
参
加
で
き
る「
集
い
の
場
」は

高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く

り
に
重
要
な
場

と
位
置
づ
け
て

い
る
。
本
市
と

し
て
高
齢
者
が

よ
り
身
近
に
、

気
軽
に
参
加
で

き
る
住
民
主
体

型
の
集
い
の
場

A
本
市
に
お
い
て
昨
年
度
よ
り
、八
田
・

芦
安
地
区
の
小
中
一
貫
教
育
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
進
捗
状
況
は
。

Q

旧
完
熟
農
園
に
つ
い
て

南
ア
ル
プ
ス
市
に
お
け
る

学
校
教
育
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て

高
齢
者
の
健
康
管
理
に
つ
い
て

地
域
支
え
あ
い
協
議
体
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら「
集
い
の
場

が
欲
し
い
」が
地
域
の
１
番
の
要
望
で
あ
る
。

今
後
市
で
は
ど
の
よ
う
に
広
め
、
ま
た
位
置

づ
け
て
い
く
の
か
。

Q

高
齢
者
１
人
ひ
と
り
の
健
診
結
果
、

医
療
受
診
状
況
等
か
ら
個
別
に
必

要
な
保
健
指
導
や
医
療
へ
の
受
診
勧
奨
、
介

護
予
防
事
業
へ
の
参
加
を
促
す
事
業
で
あ

る
。
本
市
で
は
関
連
す
る
国
保
年
金
課
、
介

護
福
祉
課
、
健
康
増
進
課
の
３
課
で
令
和
４

年
度
開
始
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
る
。

A
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
な
実
施
」事
業
に
つ
い
て
、

国
で
は
令
和
５
年
度
ま
で
に
全
国
で
取
り
組

む
よ
う
求
め
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
の
概
要

と
本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

Q

各
学
校
で
は
、
行
事
の
削
減
や
簡

素
化
、
学
習
内
容
を
統
合
す
る
な

ど
の
教
育
課
程
の
組
み
換
え
や
５
校
時
の
日

を
６
校
時
に
す
る
な
ど
、
現
在
ま
で
に
７
割

か
ら
８
割
を
取
り
戻
し
て
い
る
。

A

新
産
業
拠
点
が
操
業
開
始
す
る
ま

で
に
、
概
ね
ど
の
く
ら
い
の
金
額

が
必
要
に
な
る
の
か
。

Q

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点

整
備
事
業
に
つ
い
て

本
事
業
の
企
業
誘
致
支
援
条
例
に

基
づ
く
支
出
と
し
て
、
５
億
円
を

限
度
額
と
し
た
基
盤
整
備
費
を
予
定
。
そ
の

他
、
参
入
企
業
の
事
業
規
模
に
応
じ
た
産
業

立
地
奨
励
金
等
の
企
業
支
援
や
文
化
財
保
護

等
に
係
る
支
出
を
予
定
し
て
い
る
。

　
本
事
業
で
は
、
初
期
投
資
を
含
め
て
、
実

質
的
な
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
に
事
業
終
了

ま
で
に
収
支
を
図
る
方
針
で
あ
る
。

A
生
産
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、

雨
よ
け
施
設
の
導
入
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

Q
県
果
樹
試
験
所
に
よ
る「
ブ
ド
ウ
に

お
け
る
簡
易
雨
よ
け
設
置
」の
研
究
に

よ
る
と
、良
好
な
成
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い

て
も
、
補
助

事
業
と
し
て

実
施
で
き
る

よ
う
対
応
し

て
い
く
。

A

を
誘
致
し
、
集
客
と
交
流
の
機
能
を
持
つ
新

産
業
拠
点
を
創
出
し
、
本
市
の
さ
ら
な
る
活

性
化
を
進
め
る
考
え
で
あ
る
。

質問の主題質問の主題質問の主題質問の主題

市政のここを聞く！
一般質問の映像をご視聴いただけます。

●
そ
の
他
の
質
問

・
小
笠
原
商
店
街
の
発
展
に
つ
い
て

躍進会
戸栗 淳 議員
躍進会

戸栗 淳 議員
躍進会

花輪 幸長 議員
躍進会

花輪 幸長 議員

芦
安
の
小
中
学
校
は
、
英
語
特
区

の
指
定
が
な
く
な
り
、
特
色
が
薄

れ
て
き
て
い
る
が
、
将
来
の
存
続
を
見
据
え

た
対
応
は
。

Q
英
語
特
区
の
指
定
が
な
く
な
っ
た

が
、
朝
の
英
語
ゲ
ー
ム
な
ど
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
。
芦
安
小
中
学
校
の
強
み

は
、
小
規
模
で

あ
る
こ
と
で
あ

る
。
１
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
教
育
を

進
め
て
お
り
、

学
力
の
向
上
に

も
つ
な
が
っ
て

い
る
。

A

芦安小中学校が合同で行う
イングリッシュゲームのようす

完熟農園跡地

シャインマスカットの雨よけ施設

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の

生
産
基
盤
強
化
に
つ
い
て

支えあい協議体の打ち合わせのようす

や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
委
託
す
る
集
い
の

場
の
拡
充
を
目
指
し
て
い
く
。
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議 会 活 動 報 告

南湖地区の治水対策を要望

　第３回定例会（９月）において、市長から１人当た
り10万円を給付する新生児特別定額給付金事業の
補正予算の提出があり、全会一致で可決しました。
これにより、令和３年４月１日生まれまでの子ども
が給付金の対象となりました。
　なお、給付金を受け取るには申請が必要です。

議会から市へ要望書を提出
特別定額給付金10万円の対象者拡大へ！
　子どもは南アルプス市の宝であり、未曽有の国難
のさなかに誕生した新生児の健やかな成長を願うた
めにも、新生児家族を応援する給付金制度の新設が
望まれていました。

市長室にて議長から市長へ要望書を提出するようす

その後はどうなった！？

山梨県知事へ陳情
　長崎山梨県知事へ甲西南湖地区の治水対策強化の促進を求める要望書を

提出しました。この地域では、豪雨時における治水対策が大変重要な課題

であり、地域住民の安全・安心を守るため早期の対策が急務です。

　当日は、金丸市長の他、齊藤博明議長と地元の役員等が県庁を訪問し、

要望を行いました。

７月２１日

県庁での陳情のようす

武田大臣（国土強靭化担当）が現場視察
　国土強靭化担当の武田大臣が横川の樋門を視察しました。現地には

長崎県知事をはじめ、中谷衆議院議員や金丸市長とともに、市議会から

齊藤博明議長が立ち合いのもと、大臣に対して横川の現状を説明するとと

もに、その対策について要望を行いました。

８月５日

担当者から説明を受ける武田大臣

未来創政の会
矢﨑 俊秀 議員
未来創政の会
矢﨑 俊秀 議員

まちづくりの成果と
財政面の評価および
井路縁川の
管理について

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
政
策
の
成

果
と
財
政
面
を
含
め
た
評
価
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
る
か
。

Q
財
政
力
指
数
や
経
常
収
支
比
率
、

自
主
財
源
比
率
で
見
る
限
り
、
財

政
の
硬
直
化
が
顕
著
な
財
政
構
造
に
あ
る

が
、
そ
の
対
策
は
。

Q
健
全
な
財
政
運
営
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
、
総
人
口
が
平
成
30
年
か

ら
の
社
会
増
減
で
は
、
転
出
者
数
を
転
入
者

数
が
上
回
る
状
況
と
な
っ
て
、
５
年
間
の
成

果
が
少
し
ず
つ
表
れ
て
き
た
。

A こ
れ
ま
で
の
政
策
の
成
果
と
評

価
に
つ
い
て

質問の主題

企
業
誘
致
等
の
中
で
自
主
財
源
比
率

も
増
や
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
。

A
財
政
力
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請願の審査

第3回定例会で2件の請願を採択
　次の２件の請願については、厚生文教常任委員会で審
査を行いました。いずれも採択することに決まり、国に
対して市議会から意見書を提出しました。

請願の要約

教職員定数改善、少人数学級推進、及び
義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書

　子どもたちのゆたかな学びや学校の働き方改革を

実現するためには、加配措置ではなく抜本的な定数

改善計画に基づく教職員定数改善が不可欠であるこ

と。また、厳しい財政状況の中、自治体間の教育格

差が生じることは大きな問題であることから、国に

おいては、地方教育行政の実情を十分に認識し、自

治体が計画的に教育行政を進めることができるよう

に、以下の措置を講じるよう強く要請する。

❶計画的な教職員定数改善をすすめるとともに、

　少人数学級の推進を図ること。

❷義務教育の根幹である、教育の機会均等・水準確保・

　無償制の維持に不可欠な義務教育費国庫負担制度

　を堅持すること。

❸教育条件の格差解消を図るため、地方交付税を含む

　国における教育予算を拡充すること。

「女性の健康についての包括的支援に関する法律」
の制定を求める請願

　女性の身体は、人生のライフステージ (結婚・妊娠・

出産・閉経等 ) において大きく変化するという特性

に着目すると、現在女性の健康問題に対する対策は

不十分な状況であることから、女性の健康について

の包括的支援に関する法律を早期に制定し、女性を

取り巻く環境の変化からくるさまざまな健康課題に

関する支援を推進されるよう、次の事項について強

く要望する。

❶女性の健康についての包括的支援に関する法律を

　早期に制定し、女性の健康支援対策の総合的かつ

　計画的な推進を図ること。

❷自らの健康の保持増進に主体的に関心をもてる環

　境の整備が必要なことから、ライフデザインの形

　成ばかりでなく、社会参加を後押しするキャリア

　デザインの形成や女性の健康に関わる問題に、的

　確に対応できるような包括的な支援の実現を図る

　こと。 サイホン式になっている
井路縁川の樋門
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８月7日

い　　   ろ　　 べり

　全ての市民に10万円を給付した国の特別定額
給付金事業。しかし、この事業では４月28日以
降に生まれた新生児が給付対象から外れてしまい
ました。そこで、市議会から、４月28日以降に生
まれた新生児にも、市独自に１人当たり10万円を
給付するように金丸市長に要望書を提出しました。

お問い合わせ先 子育て支援課 ☎282-7293

一 般 質 問
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議 会 活 動 報 告
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第３回定例会【９月】
予算決算特別委員会を新たに設置
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市民から ひ・と・こ・と
H I T O K O T O  f r o m  t h e  C i t i z e n

　今まで議会を傍聴したことは無いのですが、「議会だより」を拝見し、議員の皆さまの見識や

日頃の活動を知ることができ、とても感銘を受けています。

　本年、新型コロナウイルス感染症対策の特別委員会が設置され、さまざまな支援策が実施され

ました。それに伴い、私たちの生活も春先の混乱期から、昨今は多少落ち着きを取り戻してきて

いるように感じています。ですが、終息が見えない不安は依然として消えることが無く、長期化は

避けられない様相。本当に大変なのは、ここからなのではないかと思います。社会の仕組みは変

わり、人と人が分断され、不安感や無気力が影を落としています。倒産や解雇などのひっ迫した

問題も、これまで以上に増えていくのではないでしょうか。

　市議会議員の皆さまには、これから起こるさまざまな問題にも、「誰も置き去りにしない」という

理念を持って断固戦っていただきたいと、心からのエールを送らせていただきます。

●「新型コロナウイルス」と共存時代

　新型コロナウイルス対策に伴う飲食店営業制限や催し物の中止など、外出自粛制限される中で、

ストレスや運動不足など健全な日常生活が送れない現在、少しでも体の健康を保つために私は、

ゴルフ練習場に通い野外でのスポーツを楽しむようにしています。

　議員の皆様も、予定されていた事業も中止が多くなり、議員招集されると登庁し、密室での

活動や対応となることが多くなっているのではないかとお察ししますが、こんな時だからこそ市民

との対話活動をしっかりとしていただき、議会や行政にその内容を活かしていただきたいと切に願っ

ております。

望月　洋さん
地区／藤田

名取 常雄さん
地区／鏡中條
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※日程等は、定例会前の議会運営委員会で
　正式に決定されます。
　（日程が変更になる可能性があります。）

委員長／中込 恵子　副委員長／野中 國幹
委　員／松野 昇平、三木 充、有野 一成、櫻田 力、
　　　　北村 千代子、小池 伸吾

議会を傍聴してみませんか？
事前申込不要 委員会も傍聴可能

12月 9日 　　本会議（初日）
10日～15日　  常任委員会
16日～17日　  代表・一般質問
18日～22日　  予算特別委員会
23日　　　 　  本会議（最終日）

第4回定例会の会期予定

●第3回定例会の傍聴者数：18人
※報道関係者12人は除く

　第５期南アルプス市議会議員として最後の議会だよりとなりました。
私自身、議員になるなど思いもよらなかった頃は、議会の事は何も知ら
ず興味もありませんでした。しかし、議員になってみると、議会は、市
民の皆さまの生活に直結した、大切な決め事をつくるところだということ
を実感する毎日です。
　今年に入ってからの新型コロナウイルス感染拡大により被った、困りごと
へのさまざまな支援策をはじめ、あらゆる生活の社会的基盤が、議会の議
決を経て執行されています。政治=生活といっても大げさではありません。
　11月８日告示、15日投票日の南アルプス市議会議員選挙、しっかり
選んで、投票しましょう。あなたの１票を無駄にしないでください。

議会だより
編集委員会

編 集 後 記

市民から
ひ・と・こ・と
募集中

あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。

市議会に対する意見や『議会だより』の感想をぜひお寄せください。【400字以内にまとめてください。】

〒400-0395 南アルプス市小笠原376 南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　FAX：055-282-6459
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